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第８章　自然科学分析


－  1  －







第8章　自然科学分析


第1節　新田(2)遺跡における放射性炭素年代


㈱加速器分析研究所


1　遺跡の位置　 新田(2)遺跡は青森県青森市新田字忍地内（北緯40°49′58″、東経140°41′29″）


に所在する。


2　測定の意義　 重複する遺構の前後関係および遺構の年代を明らかにする。


3　測定対象試料　測定対象試料は、第1号竪穴住居跡の床面直上から出土した炭化材2点


（NT(2)No1：IAAA-71808、NT(2)No2：IAAA-71809）と同火床面直上から出土した炭化材


1点（NT(2)No3：IAAA-71810）、第2号竪穴住居跡の床面直上から出土した炭化材3点


（NT(2)No4～6：IAAA-71811～71813）、第41号竪穴住居跡の壁溝堆積土から出土した炭化材


1点（NT(2)No25：IAAA-71814）、同床面直上から出土した炭化種子1点（NT(2)No7：


IAAA-80653）、第73号溝跡の堆積土下層から出土した木片1点（NT(2)No8：IAAA-81507）、


計9点である。


4　化学処理工程


（1）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。


（2）酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取り除く。


最初の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になる


まで希釈する。アルカリ処理では1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理


する。なお、AAA処理において、アルカリ濃度が1N未満の場合、表中にAaAと記載する。


その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数


時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分


離機を使用する。


（3）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。


（4）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製する。


（5）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）しグラファイトを作製する。


（6）グラファイトを内径1㎜のカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着し測定する。


5　測定方法　 測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC 


Pelletron 9SDH-2）を使用する。134個の試料が装填できる。測定では、米国国立標準局（NIST）


から提供されたシュウ酸（HOxⅡ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の


測定も同時に実施する。


6　算出方法


（1）年代値の算出には、Libbyの半減期（5568年）を使用する（Stuiver and Polash 1977）。


（2）14C年代（Libby Age：yrBP）は、過去の大気中14C濃度が一定であったと仮定して測定され、


1950年を基準年（0yrBP）として遡る年代である。この値は、δ13Cによって補正された値


である。14C年代と誤差は、1桁目を四捨五入して10年単位で表示される。また、14C年代の誤


差（±1σ）は、試料の14C年代がその誤差範囲に入る確率が68.2％であることを意味する。


（3）付記した誤差は、次のように算出した。


複数回の測定値について、χ2検定を行い測定値が1つの母集団とみなせる場合には測定値の


統計誤差から求めた値を用い、みなせない場合には標準誤差を用いる。
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（4）δ13Cの値は、通常は質量分析計を用いて測定するが、AMS測定の場合に同時に測定されるδ13Cの


値を用いることもある。δ13C補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。


同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰；パーミル）で表した。


　　δ14C＝［（14AS－
14AR）/


14AR］×1000　　　（1）


　　δ13C＝［（13AS－
13APDB）/


13APDB］×1000　（2）


　　ここで、　 14AS：試料炭素の
14C濃度：（14C/12C）Sまたは（


14C/13C）S


　　　　　　　14AR：標準現代炭素の
14C濃度：（14C/12C）Rまたは（


14C/13C）R


　δ13C は質量分析計を用いて試料炭素の13C 濃度（13AS ＝ 
13C/12C）を測定し、PDB（白亜


紀のベレムナイト（矢石）類の化石）の値を基準として、それからのずれを計算した。但し、


加速器により測定中に同時に13C/12Cを測定し、標準試料の測定値との比較から算出したδ
13Cを用いることもある。この場合には表中に（AMS）と注記する。


　また、Δ14Cは、試料炭素がδ13C ＝－25.0（‰）であるとしたときの14C濃度（14AN）に換算


した上で計算した値である。(1)式の14C濃度を、δ13Cの測定値をもとに次式のように換算する。


　14AN＝
14AS×（0.975/（1＋δ


13C/1000））2（14ASとして
14C/12Cを使用するとき）　 または


　　　 ＝14AS×（0.975/（1＋δ
13C/1000））  （14ASとして


14C/13Cを使用するとき）


　Δ14C＝［（14AN－
14AR）/


14AR］×1000（‰）


　貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については、海洋中の放射性炭素濃度が大気の


炭酸ガス中の濃度と異なるため、同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きく


なる。多くの場合、同位体補正をしないδ14Cに相当するBP年代値が比較的よくその貝と同


一時代のものと考えられる木片や木炭などの年代値と一致する。


　14C濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として、pMC （percent Modern 


Carbon）がよく使われており、Δ14Cとの関係は次のようになる。


　Δ14C＝（pMC/100－1）×1000（‰）　　　pMC＝Δ14C/10＋100（%）


　国際的な取り決めにより、このΔ14CあるいはpMCにより、放射性炭素年代（Conventional 


Radiocarbon Age；yrBP）が次のように計算される。


　T＝－8033×ln［（Δ14C/1000）＋1］＝－8033×ln（pMC/100）


（5）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の14C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過


去の14C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、14C年代に対応


する較正曲線上の暦年代範囲であり、1標準偏差（1σ＝68.2％）あるいは2標準偏差（2σ


＝95.4％）で表示される。暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入しない
14C年代値である。なお、較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。


また、プログラムの種類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバー


ジョンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、IntCal04データベース


（Reimer et al 2004）を用い、OxCalv4.0較正プログラム（Bronk Ransey 1995　 Bronk 


Ransey 2001　Bronk Ramsey, van der Plicht and Weninger 2001）を使用した。


7　測定結果


　14C年代は、第1号竪穴住居跡の床面直上から出土した炭化材2点が4060±40yrBP（NT(2)No1：


IAAA-71808）と4070±40yrBP（NT(2)No2：IAAA-71809）、同火床面直上から出土した


炭化材が4050±30yrBP（NT(2)No3：IAAA-71810）である。第2号竪穴住居跡の床面直上


から出土した炭化材3点が1160±30yrBP（NT(2)No4：IAAA-71811）、1260±30yrBP


（NT(2)No5：IAAA-71812）、1130±30yrBP（NT(2)No6：IAAA-71813）である。第41号竪
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穴住居跡の壁溝堆積土から出土した炭化材が580±30yrBP（NT(2)No25：IAAA-71814）、同床


面直上から出土した炭化種子が520±30yrBP（NT(2)No7：IAAA-80653）である。第73号溝跡


から出土した木片は1540±30yrBP（NT(2)No8：IAAA-81507）である。


　暦年較正年代（1σ＝68.2％）は、第1号竪穴住居跡出土試料3点が2840～2490BCに含まれ、


縄文時代中期末葉に相当する。第2号竪穴住居跡出土試料3点は、NT(2)No4が780～950AD、


NT(2)No5が685～780AD、NT(2)No6が885～975ADに含まれ、時期差がある。試料の由来と


なる樹木の年輪等の影響を考慮すれば、若い方の年代が遺構の機能時期に近いと予想される。第


41号竪穴住居跡出土試料2点は、NT(2)No25が1315～1410AD、NT(2)No7が1407～1433AD


に含まれ、鎌倉時代後半から室町時代初頭に相当する。第73号溝跡出土試料は437～571ADに


含まれ、古墳時代中～後期に相当する。試料の炭素含有率は十分な値であり、化学処理および測定


内容にも問題がないことから、妥当な年代と考えられる。


参考文献


Stuiver M. and Polash H.A. 1977 Discussion: Reporting of 14C data, Radiocarbon 19, 355-363


Bronk Ramsey C. 1995 Radiocarbon calibration and analysis of stratigraphy: the OxCal Program, Radiocarbon 37(2), 425-430


Bronk Ramsey C. 2001 Development of the Radiocarbon Program OxCal, Radiocarbon 43(2A), 355-363


Bronk Ramsey C., van der Plicht J. and Weninger B. 2001 'Wiggle Matching' radiocarbon dates, Radiocarbon 43(2A), 381-389


Reimer, P.J. et al. 2004 IntCal04 terrestrial radiocarbon age calibration, 0-26cal kyr BP, Radiocarbon 46, 1029-1058


試料番号 Code No.
前処理
方　法


試料
状態


処理前
試料量
（mg）


回　収
炭素量
（mg）


燃焼量
（mg）


精　製
炭素量
（mg）


δ13C（‰）
（AMS）


Libby Age  
（yrBP）


δ13C補正なし 暦年較正用
（yrBP・丸め
込みなし）


暦年較正1σ
（yrcalBP）


暦年較正2σ
（yrcalBP）Age


 （yrBP）
pMC
（％）


δ14C
（‰）


NT（2）No1 IAAA-71808 AAA やや湿 87.05 25.85 4.56 3.05 -28.13±0.43 4060±40 4110±40 59.97±0.28 -400.3±2.8 4056±38
2840-2810BC（4.6%）
2640-2560BC（40.5%）
2540-2490BC（23.0%）


2850-2810BC（9.0%）
2750-2720BC（1.5%）
2700-2470BC（84.9%）


NT（2）No2 IAAA-71809 AAA 乾燥 39.62 15.20 4.60 3.00 -29.03±0.66 4070±40 4140±40 59.75±0.26 -402.5±2.6 4070±36
2840-2810BC（8.2%）
2670-2560BC（49.6%）
2530-2490BC（10.4%）


2860-2810BC（13.2%）
2750-2720BC（3.6%）
2700-2480BC（78.5%）


NT（2）No3 IAAA-71810 AAA 乾燥 145.00 29.39 4.61 2.76 -27.65±0.54 4050±30 4100±30 60.04±0.25 -399.6±2.5 4054±34
2830-2820BC（3.2%）
2630-2560BC（40.2%）
2540-2490BC（24.8%）


2850-2810BC（7.1%）
2680-2470BC（88.3%）


NT（2）No4 IAAA-71811 AAA 乾燥 32.80 12.34 4.61 3.10 -25.45±0.62 1160±30 1160±30 86.51±0.31 -134.9±3.1 1156±30
780-790AD（2.6%）
810-900AD（44.2%）
910-950AD（21.4%）


770-980AD（95.4%）


NT（2）No5 IAAA-71812 AAA 乾燥 42.93 5.44 4.50 2.97 -26.52±0.55 1260±30 1280±30 85.25±0.31 -147.5±3.1 1257±30
685-755AD（55.5%）
760-780AD（12.7%）


670-870AD（95.4%）


NT（2）No6 IAAA-71813 AAA 乾燥 39.73 20.11 4.61 3.19 -27.25±0.52 1130±30 1170±30 86.46±0.33 -135.4±3.3 1131±32 885-975AD（68.2%）
780-790AD（1.4%）
800-990AD（94.0%）


NT（2）No25 IAAA-71814 AAA 乾燥 87.95 46.63 4.58 3.22 -30.30±0.73 580±30 670±30 92.05±0.33 -79.5±3.3 577±30
1315-1355AD（44.5%）
1385-1410AD（23.7%）


1300-1370AD（61.7%）
1380-1420AD（33.7%）


NT（2）No7 IAAA-80653 AAA 乾燥 10.16 8.30 3.00 1.89 -25.43±0.66 520±30 530±30 93.67±0.29 518±27 1407AD-1433AD（68.2%）
1328AD-1341AD（5.6%）
1395AD-1442AD（89.8%）


NT（2）No8 IAAA-81507 AAA 乾燥 57.57 38.42 5.45 2.81 -23.55±0.33 1540±30 1510±30 82.83±0.30 1537±29
437AD-488A（33.9%）
531AD-571AD（34.3%）


432AD-592AD（95.4%）


測定基礎データ


測定結果


測定番号 試料名 採取場所 試料形態 処理方法
δ13C（‰）
（AMS）


δ13C補正あり
Δ14C
（‰）LibbyAge


（yrBP）
pMC
（%）


IAAA-71808〔#2006-1〕 NT（2）No1 第1号竪穴住居跡（SI01）床面直上 木炭 AAA -28.13±0.43 4060±40 60.35±0.29 -396.5±2.9


IAAA-71809〔#2006-2〕 NT（2）No2 第1号竪穴住居跡（SI01）床面直上 木炭 AAA -29.03±0.66 4070±40 60.25±0.27 -397.5±2.7


IAAA-71810〔#2006-3〕 NT（2）No3 第1号竪穴住居跡（SI01）火床面直上 木炭 AAA -27.65±0.54 4050±30 60.36±0.26 -396.4±2.6


IAAA-71811〔#2006-4〕 NT（2）No4 第2号竪穴住居跡（SI02）床面直上 木炭 AAA -25.45±0.62 1160±30 86.59±0.33 -134.1±3.3


IAAA-71812〔#2006-5〕 NT（2）No5 第2号竪穴住居跡（SI02）床面直上 木炭 AAA -26.52±0.55 1260±30 85.51±0.33 -144.9±3.3


IAAA-71813〔#2006-6〕 NT（2）No6 第2号竪穴住居跡（SI02）床面直上 木炭 AAA -27.25±0.52 1130±30 86.86±0.35 -131.4±3.5


IAAA-71814〔#2006-7〕 NT（2）No25 第41号竪穴住居跡（SI41）周溝覆土 木炭 AAA -30.30±0.73 580±30 93.06±0.36 -69.4±3.6


IAAA-80653〔#2330〕 NT（2）No7 第41号竪穴住居跡（SI41）床面直上 炭化種子 AAA -25.43±0.66 520±30 93.75±0.32


IAAA-81507〔#2479〕 NT（2）No8 第73号溝跡（SD41）覆土下層 木片 AAA -23.55±0.33 1540±30 82.58±0.30


（測定基礎データ・測定結果には重複する項目・数値がある。）
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AMS測定結果一覧
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第2節　新田(2)遺跡の火山灰分析


弘前大学理工学部地球環境学科　　柴　正敏


　新田(2)遺跡より採集された、火山灰サンプル(7試料)について、以下の観察・分析を行った。


　これら試料について、超音波洗浄器を用いて水洗し、粘土鉱物など数マイクロメーター以下の粒子


を除去した後、偏光顕微鏡を用いて、火山ガラスの有無、火山ガラスが存在する場合にはその形態、


構成鉱物の種類を観察・記載した。その結果を表1に示した。


　ガラスの形態及び共存鉱物より(表1)、試料1及び4の2試料は、アルカリ長石及びエジリンオージャ


イト及びへデン輝石が認められることより、主に白頭山苫小牧テフラ起源のガラスよりなることがわ


かる。しかし、試料1には褐色ガラスや粗粒な斜長石及び輝石、岩片を含むことから十和田aテフラ


が混入していると考えられる。


　試料2,3,5,6,及び7の5試料は、褐色ガラスや石英斑晶を含むことから十和田aテフラ、針状のホ


ルンブレンドや変質した発泡の良い軽石ガラスが認められることから十和田八戸テフラ、両錐石英、


海綿骨針、OSTが認められることから、八甲田第1期テフラ及び大釈迦層堆積物の混合物よりなると


考えられる。


表1　新田(2)遺跡試料


試料№ 採取場所 層　位 ガラス及び構成鉱物 ガラスの帰属 備考 特記事項


1 SK133 第3層
ガラス(pm、bw)、褐色ガラス、アルカリ長石、斜長
石、エジリンオージャイト、へデン輝石、斜方輝石、
単斜輝石、鉄鉱


To-a、B-Tm
プラントオパールを
含む


2 SD38A
第1層
(ベルト)


ガラス(pm、bw)、褐色ガラス、斜長石、斜方輝石、単
斜輝石、ホルンブレンド、石英(両錐形あり)、鉄鉱


To-a、To-H、Hkd
海綿骨針、OST、プラ
ントオパールを含む


3 SD38A
第1層


(C-Dベルト)
ガラス(pm、bw)、褐色ガラス、斜長石、斜方輝石、単
斜輝石、ホルンブレンド、石英(両錐形あり)、鉄鉱


To-a、To-H、Hkd
海綿骨針、OST、プラ
ントオパールを含む


4 SX03 確認面
ガラス(pm、bw)、アルカリ長石、斜長石、エジリンオ
ージャイト、へデン輝石、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱


B-Tm
プラントオパールを
含む


火山灰サンプル1


5 SX03 確認面
ガラス(pm、bw)、褐色ガラス、斜長石、斜方輝石、単
斜輝石、ホルンブレンド、石英(両錐形あり)、鉄鉱


To-a、To-H、Hkd
海綿骨針、OST、プラ
ントオパールを含む


火山灰サンプル2


6 SK94 覆土上層
ガラス(pm、bw)、褐色ガラス、斜長石、斜方輝石、単
斜輝石、ホルンブレンド、石英(両錐形あり)、鉄鉱


To-a、To-H、Hkd
海綿骨針、OST、プラ
ントオパールを含む


7 SK94 底面直上
ガラス(pm、bw)、褐色ガラス、斜長石、斜方輝石、単
斜輝石、ホルンブレンド、石英(両錐形あり)、鉄鉱


To-a、To-H、Hkd
海綿骨針、OST、プラ
ントオパールを含む
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第3節　新田(2)遺跡出土の炭化植物種子


札幌国際大学博物館　客員研究員　椿
つばき


　坂
さか


　恭
やす


　代
よ


1．遺跡の所在と性格


遺跡の名称　　：新田(2)遺跡（青森県遺跡番号01080）


遺跡の所在地　：青森市大字新田字忍39－1他


発掘調査期間　：平成19年5月8日～同年11月9日


調査の担当機関：青森県埋蔵文化財調査センター


調査面積　　　：5,000㎡


発掘担当者　　：葛城和穂、田中珠美、山田雄正　


遺跡の地形と立地：遺跡は青森市西部、東北新幹線新青森駅建設予定地より北へ約500mに位置する。


新城川右岸の沖積地および丘陵上に立地し、標高は約6～8mである。


検出遺構　　　：縄文時代の竪穴住居跡6軒、土坑38基、溝状土坑10基、捨て場1ヶ所、平安時代


の竪穴住居跡38軒、土坑136基、平安時代の溝跡67条、井戸跡12基、畝状遺構1基、平安時代以


降のものと考えられるピットが1827基検出されている。


　その他の詳細については本文を参照されたい。


2．扱った資料


　扱った資料は、平成19年度に調査を実施した中世（西暦14世紀～15世紀）の竪穴建物跡からと


平安時代（西暦10世紀後半以降）の遺構から採取した土壌をフローテーション法で処理し、その後、


第1次選別で炭化植物種子などを抽出し送付されてきたものである。これらの資料を実体顕微鏡で観


察し撮影を行なった。検出された植物種子の出土表は表1－1・2に示しておく。


3．各時期の遺構から検出された栽培種子


イネ  Oryza sativa L.（図版1－1～5：竪穴建物跡（SI41）から出土。図版2－19a, 22a：溝跡（SD73）から


出土。20a, 21a, 23：47号竪穴住居内（SI47）の土坑から出土）


　中世の竪穴建物跡（SI41、51）からと平安時代の各遺構から出土。中世から出土したイネのほと


んどは資料2aに示したような玄米の状態であった。その他に資料1に示した籾状のもの、短粒（資


料3a）、未熟（資料4a）のもの、資料5aに示したような被熱で膨らんだもの、その他に籾付きの状


態で被熱した小さな塊が混在していた。計測値 1：L7.30×W3.00×T1.80（㎜）、2a：L5.00×


W2.70×T1.75（㎜）、3a：L3.80×W2.70×T2.20（㎜）、4a：L3.50×W1.70×T1.80（㎜）、5：


L4.40×W2.50×T1.80（㎜）


　平安時代の47号竪穴住居跡内の土坑から出土したイネ（資料20a）は、胚の部分が大きく剥離


されたものがほとんどであった。こうした姿は精白によってできたと推測される。その中には精白の


時に生じたと考えられる破片（資料23）が少量混在していた。他の遺構からはほとんどが玄米（資


料19a）の状態で出土。中には未熟のものが（資料21a,22a）少量混在していた。計測値19a：


L5.00×W2.70×T1.80（㎜）、20a：L4.50×W2.50×T1.70（㎜）、21a：L4.40×W2.20×T0.90（㎜）、
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22a：L3.70×W1.45×T0.90（㎜）


オオムギ  Hordeum vulgare L.（図版2－24a：溝跡（SD73）の覆土下層から出土）


　平安時代の溝跡（SD73）から6粒出土。出土した資料は破損したものがほとんどで保存状態は極


めて悪かったが、24aに示した資料の内頴、外頴の特徴からみて皮性のオオムギと判断される（椿坂


1998）。計測値はL6.50×W2.30×T1.80（㎜）


コムギ  Triticum aestivum L.（図版1－6a, 7a：竪穴建物跡（SI41）から出土。図版2－25a, 26a, 36a, 37a：


溝跡（SD73）から出土）


　中世の竪穴建物跡（SI41）から果実1粒と穂軸が1片出土。果実は短楕円形。腹面の中央には縦溝


があり、背面はほぼ平らで背面の下部にはやや円形の胚がある。出土したコムギは1粒のため詳細な


分類は出来なかった。計測値6a：L4.70×W2.90×T2.40（㎜）、7a：L3.70×W1.70（㎜）


　平安時代の溝跡（SD73,43）から果実と穂軸が出土。写真25a,26aに示したコムギは筆者らのい


うエゾコムギの範疇に属するものと判断される（吉崎・椿坂1990）。比較的状態の良い資料を計測


し表2に示しておいた。計測値25a：L4.00×W2.60×T1.70（㎜）、26a：L3.80×W2.75×T2.40（㎜）、


36a：L3.90×W2.00（㎜）、37a：L7.70×W1.70（㎜）


アワ  Setaria italica （L.） P. Beauv（図版1－10a：竪穴建物跡（SI51）から出土。図版2－27a, 28a：溝跡（SD73）


から出土）


　中世の竪穴建物跡（SI41、51）から出土。穎果はやや球形。背面には果長の2/3ほどの長さで胚


がある。その反対側の腹面には小さなヘラ型のヘソがある（椿坂1993）。出土種子は資料10aに示


す穎果（内・外穎のとれた）の状態で出土。計測値10a：L1.35×W1.25×T1.00（㎜）


　平安時代の土坑（SK61）と溝跡（SD43）から出土。出土種子は28aに示す有ふ果がほとんどで、


内・外穎のとれた頴果（資料27a）は少量であった。計測値27a：L1.20×W1.30×T1.00（㎜）、


28a：L1.60×W1.30×T1.10（㎜）


ヒエ属  Echinochloa Beauv.（図版1－13a～17a：竪穴建物跡（SI41）から出土。図版2－31a, 32a：溝跡（SD73）


から出土）


　中世の竪穴建物跡（SI41、51）から出土。穎果は広楕円形。背面には果長の1/2ほどを占める楕


円形の大きな胚がある。その反対側の腹面にはヘラ型状のヘソがある（椿坂1993）。出土種子は資


料14aに示した穎果（内・外穎のとれた）の状態のものがほとんどで栽培型ヒエ Echinochloa utilis 


Ohwi et Yabunoとして分類される（Aタイプ）。中には資料13a、17aに示した小穂の部分や15a、


16aに示したやや狭長、胚が大きく腹部の膨らみが少ないタイヌビエ Echinochloa Oryzicola 


Vasing.に類するものが少量混在する（Bタイプ）。一部、出土量が多い場合は重量で示した。0.1g


で115粒程度。比較的状態の良い資料を計測し表3－1・2に示しておいた。計測値13a：L2.90×


W2.05×T1.60（㎜）、14a：L1.80×W1.65×T1.05（㎜）、15a：L2.40×W1.60×T0.90（㎜）、16a：


L2.35×W1.70×T1.05（㎜）、17a：L4.10×W1.75×T1.40（㎜）


　平安時代の各遺構から出土。出土種子は栽培型のヒエ Echinochloa utilis Ohwi et Yabunoがほ


とんどであるが、32aに示したタイヌビエ Echinochloa Oryzicola Vasing.に類するものも僅かに混


在する。出土種子は変形と破損が多く計測は出来なかった。計測値31a：L1.80×W1.50×T1.00（㎜）、


32a：L1.90×W1.40×T0.95（㎜）
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キビ  Panicum miliaceum L.（図版1－11a, 12a：竪穴建物跡（SI41）から出土。図版2－29a, 30a：溝跡（SD73）


から出土）


　中世の竪穴建物跡（SI41、51）から出土。穎果はやや球形または広卵形。背面には果長の1/2ほ


どの胚があり、その反対側の腹面にはヘラ型状のヘソがある（椿坂1993）。出土種子は12aに示す


穎果（内・外穎のとれた）状態のものがほとんどで、中には資料11aに示した有ふ果も混在する。一


部、出土量が多い場合は重量で示した。0.1gで75粒程度。計測値11a：L2.60×W1.70×T2.25（㎜）、


12a：L2.35×W1.70×T1.25（㎜）


　平安時代の溝跡（SD73,50）から出土。出土種子は30aに示す穎果（内・外穎のとれた状態）が


ほとんどであったが、中には29aに示した有ふ果も混在する。計測値29a：L2.75×W1.55×T1.10


（㎜）、30a：L1.80×W1.40×T0.95（㎜）


マメ科  LEGUMINOSAE（図版1－18a：竪穴建物跡（SI41）から出土）


　中世の竪穴建物跡（SI41）から出土。　出土資料は被熱による変形が著しいが、種子長軸に対し


てやや中央部下に楕円形の形をしたダイズ特有のヘソが確認されたこと（吉崎・椿坂 2001）、種子


の大きさから見てダイズ Glycine max (L.） Merr.と判断される。ダイズには円形と楕円形の形があ


り、円形の種子は水分を含むと楕円形に変形する特徴がある。こうした違いを形態で分類する事は困


難であるが、今回、出土したダイズは変形が著しいが、円形と推測される形態が大部分であった。計


測値はL5.10×W3.60×T3.50（㎜）


アサ  Cannabis sativa L.（図版1－9：竪穴建物跡（SI41）から出土。図版2－34：溝跡（SD73）から出土）


　中世の竪穴建物跡（SI41）からと平安時代の溝跡（SD73）から出土。種子は広楕円形。左右の側


面に稜がある。これらの特徴からアサと判断される。計測値9：L3.50×W2.80×T2.20（㎜）、34：


L3.80×W2.90×T2.50（㎜）


シソ属  Perilla L.（図版1－8a：竪穴建物跡（SI41）から出土。図版2－33a：溝跡（SD73）から出土）


　中世の竪穴建物跡（SI41）からと平安時代の溝跡（SD73）から出土。種子は扁平球形で種子の表


面に大きな網目状の模様がある。エゴマ Perilla frutescens Britton var. japonica Haraかシソ


Perilla frutescens Britton var.acutaKudoのいずれであるかは、両者とも形態と表皮の構造が類似


している部分が多く分類は困難である。計測値8a：L2.20×W1.90×T1.60（㎜）、33a：L1.60×


W1.25×T1.10（㎜）


アブラナ科  BRASSICACEAE（図版2－35：溝跡（SD73）から出土）


　平安時代の溝跡（SD73）から出土。種子はほぼ球形で種皮の表面には網目模様があり、アブラナ


科種子の特徴を示す。しかし、アブラナ科種子の形態は表面組織の類似するものが多く、詳細な分類


がきわめて困難である。計測値はL1.30×W1.00（㎜）


　その他に中世の遺構から野生植物の草本類としてマメ科（ハギ属、ヤブマメ属）、イネ科（エノコ


ログサ属、キンエノコロ）、ナス科、ホタルイ属、タデ科、アカザ属、ツユクサ属、カラマツソウ属


と木本類のニワトコ属、ブドウ科、ミズキ属、スモモ属が出土。


 平安時代の遺構からは草本類のマメ科、ナス科、ホタルイ属、タデ科、アカザ属と木本類のキイチ


ゴ属、タラノキ属、ニワトコ属、クワ科（ヤマグワ）、ブドウ科、バラ科が出土。
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　また、不明として扱った図版2－38、39の資料は、手元に現生の比較資料がないので分類できなかっ


たものである。そして、不明ミレットとして扱った資料はアワ、ヒエのいずれかであるが保存状態が


悪いので分類できなかったものである。


4．若干のコメント


　今回の新田(2)遺跡の調査では、中世（西暦14世紀～15世紀）、平安時代（西暦10世紀後半以降）


の植物遺体の良好な資料が得られた。両時期の遺構からは栽培植物、野生植物の草本類と木本類が検


出されたが、ここでは栽培植物のみを扱う。


　まず、中世の第41号竪穴建物跡から栽培植物が大量に検出された。その組成はイネ、コムギ、アワ、


ヒエ属、キビ、ダイズ、アサ、シソ属である。その中でイネが最も多く、次いでヒエ属、キビ、ダイ


ズが纏まって検出され、アワは極端に少なかった。ヒエ属については二種類のタイプが出土（吉崎・


椿坂1998）。また、小穂の芒の長いタイプ（資料17a）と短いタイプ（資料13a）が確認された。こ


の芒の違いが果実の形態にどのように反映されるのか、今後の検討課題としたい。そして、今回、キ


ビの出土量が多い事に留意する必要があろう。これまでの平安時代、中世の出土例をみると他の雑穀


に比べてキビの出土は少ない状況である。こうしたあり方が地理的あるいは地域的な相違なのかわか


らない。今後の資料の増加を待って検討したい。


　次に平安時代の各遺構からイネ、オオムギ、コムギ、アワ、ヒエ属、キビ、アサ、シソ属、アブラ


ナ科が出土。栽培植物の組成は青森県の平安時代の遺跡に一般的に見られるものである。今回、47


号竪穴住居跡内の土坑から出土したイネ（資料20a）は、胚の部分が大きく剥離されたものがほとん


どであった。こうした姿は精白によってできたと推測される。その中には精白の時に生じたと考えら


れる破片（写真23）が混在していた。オオムギは皮性（長粒タイプ）、コムギは小型のタイプで筆者


らのいうエゾコムギの範疇に属する品種ある（吉崎・椿坂1990）。またコムギの穂軸は、脱穀時に


取り除く部位であるが果実に混じって回収されたのであろう。ヒエ属については二種類のタイプが


出土（吉崎・椿坂1998）。


　ここで、オオムギの出土状況について触れておきたい。出土オオムギには、形態的に見て皮性オオ


ムギ（長粒タイプ）と裸性（短粒タイプ）の二種類が知られている（椿坂1998）。北海道では二種


類とも出土するがそれぞれ分布域が異なっている。裸性のオオムギは東部に分布し、オホーツク文化


や擦文文化に伴って発見される（吉崎1994）。一方、北海道西南部以西を中心に本州各地と同様な


長粒系オオムギが出土する。こうした現象は渡来ルートの違いを反映したのか、渡来・拡散の時期に


よる結果なのか明確な見解は出来なかった。ここ十数年の調査結果から、この二種類のオオムギの伝


播の経路がわかってきた。山田氏は西暦8世紀頃の擦文文化には本州から皮性長粒オオムギが伝播し、


オホーツク文化には大陸から裸性短粒オオムギが伝播したと論述している（山田2004）。今のとこ


ろ青森県の平安時代からは裸性のオオムギは見つかっていない。


　ヒエ属については、北海道の各時期の出土例を時系列に並べてみると、縄文時代早期末から縄文時


代後期にかけてイヌビエ タイプのものが徐々に丸みをおび、栽培型の形態に近づいていく傾向にあ


る。縄文時代中期末の代表例としては青森県富ノ沢(2)遺跡の例がある（吉崎1992）。こうして出土


した炭化ヒエ属の種子からDNAの抽出を試み、分子情報に基づいて形態学的同定の検証を行った結
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果、近世アイヌ期の炭化ヒエの塩基配列がイヌビエ型（6倍体）であることが確認された。このこと


により、縄文時代から出土しているヒエ属種子はイヌビエ、栽培ヒエである可能性が高いという（山


口2007）。この結果を踏まえて、これまで青森県内の平安時代、中世の遺跡から出土している二種


類のヒエについても分子レベルでの確認作業を実施していきたいと考えている。


　近年、検出された栽培種子、堅果類の14C測定を実施する遺跡が増加しており、その成果が報告さ


れている。フローテーション法のサンプリングの箇所については、後世の撹乱を受けていない層準の


土壌を採取することを目的として各時代のサンプリングを実施している。しかし、遺跡によっては必


ずしも保存状況の良いところばかりではないので、フローテーション法で得られた植物種子の14C測


定を実施することが不可欠である。こうした、確認作業をしながら土器編年体系にそった考古植物資


料を蓄積していくことが重要であると考える。
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表1－1　青森市新田(2)遺跡炭化種子出土表(中世)


No


遺


構


名


グ


リ


ッ


ド


層


時　
　
　


期


イ　
　
　


ネ


コ　


ム　


ギ


ア　
　
　


ワ


ヒ　


エ　


属


キ　
　
　


ビ


シ　


ソ　


属


マ　


メ　


科


ア　
　
　


サ


イ　


ネ　


科


ホ
タ
ル
イ
属


タ　


デ　


科


ア


カ


ザ


属


ツ
ユ
ク
サ
属


カ
ラ
マ
ツ　


　
　


ソ
ウ
属


ニ
ワ
ト
コ
属


ブ


ド


ウ


科


ミ


ズ


キ


属


ス


モ


モ


属


不
明　
　
　


　


ミ
レ
ッ
ト


粒 g
塊
（g）


粒
穂軸
（片）


粒 粒 g 粒 g 粒
ダイズ
（粒）


（g）
ハギ属
（粒）


ヤブマメ属
（粒）


粒 粒 粒 粒 粒 片 粒 粒 粒 片 片 片 片


80 SI41 A4 床直 中世 11.00 0.551 71 1
81 SI41 A12 床直 〃 0.63 0.091 10 1 1
349 SI41 B1 床直 〃 2 1 1.535 23 3 1
350 SI41 B2 床直 〃 10.74 1 0.391 1 2 1 2
351 SI41 B3 床直 〃 5.81 0.101 2 1
353 SI41 B4 床直 〃 0.385 1 1
355 SI41 B5 床直 〃 11 0.113 4 1 2
361 SI41 B6 床直 〃 8.95 65 15 1 1
365 SI41 B7 床直 〃 22.00 52 2
367 SI41 B8 床直 〃 0.91 2 1 3
369 SI41 B9 床直 〃 31 4
370 SI41 B10 床直 〃 0.63 1 19 11
371 SI41 B11 床直 〃 0.95 47 13 1
82 SI41 B12 床直 〃 0.33 26 13 1
83 SI41 B13 床直 〃 6 9 3
84 SI41 C1 床直 〃 27.20 0.124 1
333 SI41 C2 床直 〃 8.87 0.519 8


335・338 SI41 C3 床直 〃 16.24 1.086 45 1 2
336 SI41 C4 床直 〃 8.86 1.396 49 3 1 1
339 SI41 C5 床直 〃 10.51 0.240 2 2 2
344 SI41 C6 床直 〃 9.15 0.907 10 1 4 1
85 SI41 C7 床直 〃 6.36 0.077 
345 SI41 C8 床直 〃 9.18 1 0.765 42 4 24 3
346 SI41 C9 床直 〃 6.65 0.58 0.538 41 2 5 1 38 4
347 SI41 C10 床直 〃 1.00 0.100 27 15 1
5 SI41 C11 床直 〃 1.58 0.382 90 2 1
86 SI41 C12 床直 〃 7.12 29 5
87 SI41 C13 床直 〃 19.70 20
237 SI41 D1 床直 〃 18.60 0.773 17 2 4 1 2


238・239 SI41 D2 床直 〃 79.80 14.856 0.622 5 15 26 3 3 1 5
240・241 SI41 D3 床直 〃 51.00 2 18.705 4.084 7 29 22 7
242・243 SI41 D4 床直 〃 149.00 41.502 4.446 4.70 1 79 28 6 1
244～248 SI41 D5 床直 〃 283.00 1 38.129 333 0.97 52 15 5 1
68・72・249 SI41 D6 床直 〃 80.12 1.638 77 1 2 7
69・250・251 SI41 D7 床直 〃 110.50 1.49 1 5.234 94 2 6 3 2
70・71 SI41 D8 床直 〃 59.40 0.449 52 2 6 1
253 SI41 D9 床直 〃 6.61 0.372 58 2
254 SI41 D10 床直 〃 3.02 0.548 130 4 4 1 1
18 SI41 D11 床直 〃 2.67 0.455 142 1 12
73 SI41 D12 床直 〃 0.87 0.415 43 1 1
255 SI41 D13 床直 〃 3.94 0.435 89 2 2 1
256 SI41 E1 床直 〃 10.56 1.192 5 1 3
257 SI41 E2 床直 〃 36.70 3.497 160 1 5 6 1
44・45 SI41 E3 床直 〃 37.50 5.093 1.177 9 8 2
46 SI41 E4 床直 〃 2.47 0.417 12
20 SI41 E5 床直 〃 3.29 75 7 1
47 SI41 E5 床直 〃 6 5 1 1


48･266 SI41 E6 床直 〃 11.34 2.495 20 1 2
15･49 SI41 E7 床直 〃 24.00 1.396 66 4 2
50・51 SI41 E8 床直 〃 21.20 0.484 42 4
14 SI41 E9 床直 〃 5.61 0.311 20 1 3
52 SI41 E10 床直 〃 9.20 0.624 0.237 2 3
272 SI41 E11 床直 〃 4.54 1.278 0.671 1 7
53 SI41 E12 床直 〃 2.66 0.545 0.300 
54 SI41 E13 床直 〃 2.53 0.188 61 1
2 SI41 E14 床直 〃 4 5 1
276 SI41 F1 床直 〃 11.38 2.594 9 2
13 SI41 F2 床直 〃 1.68 39 10
280 SI41 F3 床直 〃 10.70 1.137 90 4 1
74・75 SI41 F4 床直 〃 27.60 4.957 46 6 6 8 1
11･22 SI41 F5 床直 〃 15.48 33 0.890 9 1 7 3 1 2
76 SI41 F6 床直 〃 7.20 2.014 16 　 3 2 1


1･6･12 SI41 F7 床直 〃 18 31.24 2 81 4.006 194 1 2 9 8 4 1
77・78 SI41 F8 床直 〃 20.60 1.441 121 5 2
79 SI41 F9 床直 〃 14.80 0.983 135 2 1 6 4 1
284 SI41 F10 床直 〃 7.06 0.687 0.243 3 3 6 1
285 SI41 F11 床直 〃 7.61 2.346 0.685 5 1 6 8 2
286 SI41 F12 床直 〃 4.71 0.725 0.367 3 3
4 SI41 F15 床直 〃 106 1
289 SI41 G1 床直 〃 4.24 0.434 2 2 4
292 SI41 G2 床直 〃 11.44 1.745 5 4.70 56 2
3･33 SI41 G3 床直 〃 52.30 119 33.198 134 355 3 80 3 2
34・35 SI41 G4 床直 〃 14.40 9.197 54 23 7 6 1
36～38 SI41 G5 床直 〃 28.20 7.269 101 21 7 8 2 2
39 SI41 G6 床直 〃 6.35 0.585 10 2 2
40 SI41 G7 床直 〃 39.70 2.460 118 6 7 2 1
8･41 SI41 G8 床直 〃 38.03 1 3.400 201 7 14 3
296 SI41 G9 床直 〃 7.21 0.745 0.371 1 1
297 SI41 G10 床直 〃 8.56 1.671 0.614 2 1 1
298 SI41 G11 床直 〃 2.34 0.454 0.238 1 2 2
299 SI41 G12 床直 〃 3.24 1.147 0.351 1 3
301 SI41 G13 床直 〃 1.13 0.532 0.289 1
42 SI41 G14 床直 〃 7.24 2.627 1.796 4 15 1
43 SI41 G15 床直 〃 2.48 0.422 0.359 2 4
302 SI41 H1 床直 〃 4.86 1.647 1 1 1 3
304 SI41 H2 床直 〃 4.04 0.637 2 4 1 9
24 SI41 H3 床直 〃 3.90 15.998 114 4 16 3 1
25・26 SI41 H4 床直 〃 6.25 10.459 6 26 9 6 3


27･28･305 SI41 H5 床直 〃 26.86 4.289 45 2 1 5 25 3 2
306 SI41 H6 床直 〃 8.56 0.690 14 20 1 1 3
308 SI41 H7 床直 〃 9.05 1.789 20 16
19・29 SI41 H8 床直 〃 84.11 1 1 4.599 33 2 13 18 9 1 9
30 SI41 H10 床直 〃 4.72 1.619 4 3 3
310 SI41 H11 床直 〃 5.77 0.374 0.238 1 1 1
23 SI41 H12 床直 〃 3.34 0.727 265 3 3 1 1
31 SI41 H13 床直 〃 4.19 2.056 0.928 13 10
32 SI41 H14 床直 〃 1.64 1.295 0.540 4 3
312 SI41 I 1 床直 〃 1.03 1.637 
313 SI41 I 2 床直 〃 2.33 0.935 2 1 1 1 1
55 SI41 I 3 床直 〃 2.05 13.154 5 9 18
56・57 SI41 I 4 床直 〃 8.55 39.900 29 7 18 3 44
314 SI41 I 5 床直 〃 2.36 3.987 1 9 1 7 3
21 SI41 I 7 床直 〃 1.96 79 2 1 1 1
16 SI41 I８ 床直 〃 18.20 0.449 11 4
58・59 SI41 I 9 床直 〃 0.64 0.243 10
60 SI41 I10 床直 〃 0.27 0.242 8 1
61 SI41 I11 床直 〃 0.34 34 4
62 SI41 I12 床直 〃 0.43 30 7
17 SI41 I13 床直 〃 0.31 57 14 1 2
318 SI41 J1 床直 〃 0.47 0.518 
319 SI41 J2 床直 〃 1.35 0.741 3 1 5 1
320 SI41 J3 床直 〃 0.78 2.923 1 11 1 2
321 SI41 J4 床直 〃 0.83 2.511 7 3 1 1
322 SI41 J5 床直 〃 4.37 0.691 5 4
10 SI41 J6 床直 〃 2.63 0.385 2 1
9 SI41 J7 床直 〃 1.62 17 2
63 SI41 J8 床直 〃 20.20 24 1 1 1
64 SI41 J9 床直 〃 0.29 10 2
65 SI41 J10 床直 〃 15.60 7
66 SI41 J11 床直 〃 0.20 4
67 SI41 J12 床直 〃 2.29 17 1
7 SI41 J13 床直 〃 12 33 5 2
324 SI41 O12 床直 〃 2.03 0.515 35 1 1
387 SI51 2層 中世 3.71 29 0.310 1 1 1 1 2 12


196 1863.48 2.07 0 1 39 943 353.318 3665 18556 2 693 10.37 9 2 3 402 682 109 13 80 1 1 1 3 2 1 22
イネ1,0g：113粒程度　ヒエ0.1g：115粒程度　キビ0.1g：75粒程度　ダイズ1.0g：30粒程度


表1－2　青森市新田(2)遺跡炭化種子出土表（平安時代）


No 遺構名
グリ
ッド


層 時期
イネ


オオ
ムギ


コムギ アワ ヒエ属 キビ シソ属 アサ マメ科 ナス科
ホタル
イ属　


タデ科
アカ
ザ属


キイチ
ゴ属　


タラノ
キ属　


ニワト
コ属　


ブド
ウ科


クワ科 バラ科 不明


粒 g 粒 粒 穂軸（片） 粒 粒 粒 粒 粒 粒 粒 粒 粒 粒 片 粒 粒 片 片 粒 粒
88 SI29 火床面 平安時代 1
91 SI29ｶﾏﾄﾞ ｶﾏﾄﾞ掘り方 〃 1 1
89 SI47(SK01) 床直 〃 33.40 11 4
94 SI36 ﾌｸ土 〃 4 1
386 SI22ｶﾏﾄﾞ Pit1 ﾌｸ土 〃 31 1
90 SK161 灰層 〃 5 4 2
372 SK161 ﾌｸ土 〃 5 5 7 1
92・399 SD73 ⅠZ37 ﾌｸ土下層 〃 45 6 269 32 185 92 206 2 35 3 6 6 47 3 1 2 6 1 22
392 SD39 ⅡC35 3層 〃 2 1 1 1
405 SD43 ⅡE35 底面直上 〃 82 2 2 24
406 SD50 3層 〃 2 17 1 1


175 33.40 6 271 32 196 157 207 2 35 1 3 7 12 1 47 3 1 2 6 1 24


イネ1.0g：130粒程度　  酸化状態の種子
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表2　コムギ計測表（平安時代）


SD73


No. L(㎜) W(㎜) T(㎜)


1 3.40 2.20 1.80
2 3.50 2.40 2.10
3 3.80 2.65 2.00
4 4.30 2.60 2.30
5 4.20 2.70 1.90
6 3.40 2.80 1.80
7 3.70 2.30 1.90
8 3.80 2.65 2.10
9 3.80 2.45 1.80
10 3.20 2.20 2.00
11 4.00 2.00 1.85
12 2.80 2.20 1.80
13 3.50 2.30 1.90
14 3.70 2.35 2.00
15 3.80 2.55 2.00
16 3.15 2.30 1.90
17 3.70 2.30 1.70
18 3.80 2.65 2.00
19 3.70 2.50 2.00
20 2.90 2.50 1.90
21 4.00 2.75 2.10
22 4.30 2.55 2.10
23 3.10 2.95 2.25
24 4.00 2.50 1.90
25 3.90 2.65 1.90
26 3.60 2.55 2.00
27 3.80 2.80 2.40
28 4.00 2.60 1.70
29 3.90 2.60 2.00
30 3.60 2.40 2.00
平均 3.68 2.50 1.97
分散 0.14 0.04 0.03


標準偏差 0.38 0.21 0.16


Aタイプ 249-SI-41(D6)


No. L(㎜) W(㎜) T(㎜)


1 1.70 1.70 1.00
2 1.65 1.40 0.95
3 1.60 1.50 0.80
4 1.70 1.55 0.95
5 1.80 1.65 1.10
6 1.60 1.40 0.90
7 1.65 1.40 1.10
8 1.65 1.60 1.05
9 1.80 1.45 1.05
10 1.70 1.50 1.00
11 1.75 1.55 0.85
12 1.80 1.70 1.00
13 1.65 1.55 0.95
14 1.80 1.70 0.95
15 1.60 1.45 0.75
16 1.60 1.50 0.90
17 1.70 1.55 1.10
18 2.10 1.85 1.15
19 1.90 1.70 1.15
20 1.70 1.60 1.00
21 1.70 1.50 1.10
22 1.50 1.55 0.80
23 1.85 1.65 1.10
24 1.55 1.45 1.00
25 1.70 1.45 0.90
26 1.65 1.45 0.90
27 1.60 1.55 0.95
28 1.65 1.50 1.00
29 1.55 1.50 0.90
30 1.70 1.50 1.00
平均 1.70 1.55 0.98
分散 0.01 0.01 0.01
標準偏差 0.12 0.11 0.10


表3－1　ヒエ属計測表（中世）


Bタイプ SI－41


No. L(㎜) W(㎜) T(㎜) グリッド


1 2.30 1.50 0.90 D6
2 2.15 1.60 0.85 〃
3 2.10 1.50 0.80 〃
4 2.50 1.50 1.00 〃
5 2.30 1.50 0.70 D8
6 2.00 1.50 0.85 〃
7 2.40 1.65 0.95 〃
8 2.20 1.60 0.80 E4
9 2.50 1.60 0.95 D3
10 2.10 1.50 0.85 〃
11 2.20 1.70 0.90 16
12 2.00 1.45 0.80 〃
13 2.60 1.60 0.95 G11
14 2.10 1.70 0.90 G7
15 2.50 1.65 0.95 D6
16 2.30 1.50 0.85 D4
17 2.00 1.50 0.80 〃
18 2.40 1.60 0.95 〃
19 2.40 1.65 0.90 〃
20 2.30 1.65 1.00 〃
平均 2.27 1.57 0.88
分散 0.03 0.01 0.01


標準偏差 0.19 0.08 0.08


表3－2　ヒエ属計測表（中世）


－  12  －


新田 (2) 遺跡 第８章　自然科学分析


－  13  －







図版1（中世）　
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図版2（平安時代）　


－  14  －


新田 (2) 遺跡 第８章　自然科学分析


－  15  －







第4節　新田(2)遺跡出土木製品の樹種同定


東北大学植物園　　鈴木三男・小川とみ・大山幹成


　新田(2)遺跡は青森市の西部の新田川に近接した位置にあり、新田(1)遺跡とは国道を挟んで南側で


あるが、一連の遺跡とも見なすことができる。ここでは古代（平安時代）の遺構・遺物があり、その中


の木材について樹種の同定を行い、用材について検討した。資料は平安時代の曲物、斎串、箸、漆器な


どの生活具を中心に建築土木用材、農工具など78点で、そこから次に述べる12の樹種が同定された。


1．アスナロ（ヒバ）　Thujopsis dolabrata (Lin. fil.) Sieb. et Zucc.ヒノキ科　　顕微鏡写真：


1a-c.（AOM-6446）


  ヒノキによく似た針葉樹材で、樹脂道はない。年輪はしばしば幅広く、早材部から晩材部への移行


はやや急で、晩材部は極めて狭く、3～4細胞ほどしかない。樹脂細胞は年輪の後半から晩材部附近


に散在するが、年輪によってその量は大きく違う。樹脂細胞の水平壁は数珠状に肥厚する。放射組織


は単列で、ほとんどは2～8細胞高である。分野壁孔はヒノキ、サワラなどより一段と小さく、また


開孔部が狭いトウヒ型～ヒノキ型で1分野あたり2～4個みられる。以上の形質からアスナロ（変種


のヒノキアスナロ＝ヒバ、アテも含む）の材と同定した。変種のヒノキアスナロの材は母変種のアス


ナロの材とは区別できない。


　アスナロ（ヒノキアスナロを含む）は北海道南部（道南）から九州までの温帯に広く分布する針葉


樹で、青森県地方には変種ヒノキアスナロ（＝ヒバ）のみが分布する。ヒバの材は芳香があって、木


理通直で肌目は精、割裂性が良く、弾性があって耐朽力があり、水湿に極めて強い。樹種を調べた本


遺跡出土材の8割（88点）がヒバで、曲物、箸、斎串、形代、木札、柄物、布巻き具、建築材、土


木材などさまざまに用いられている。


2．アサダ　Ostrya japonica Sarg.　カバノキ科　　顕微鏡写真：2a-c.（AOM-6360）


　中型で楕円形の道管が単独あるいは放射方向に2～数個複合して、ややまばらに散在する散孔材で


年輪界附近では直径がかなり小さくなる。道管の穿孔は単一、木部柔組織は晩材部で短接線状～接線


状に配列する。放射組織は上下端がときに直立細胞からなる異性で1～4細胞幅である。以上の形質


により、カバノキ科のアサダの材と同定した。


　アサダは、北海道～九州の温帯から暖帯に分布する落葉高木で、幹径50㎝、樹高20mほどになる。


材は硬く粘りがあり割裂困難だが、肌目が緻密で磨くと光沢が出る。家具、床柱、各種器具材、柄、


舟の艪、など硬くて粘りのある材質を生かしたさまざまな用途がある。当遺跡出土材は平安時代の木


槌1点で、材質にあった用途と言える。


3．クリ　Castanea crenata Sieb. et Zucc.　ブナ科　　顕微鏡写真：3a-c.（AOM-6350）


　年輪の始めに大型のやや放射方向にのびた楕円形～卵形の道管が単独で1～3層に配列し、徐々に


径を減じ、晩材部では薄壁断面多角形の小道管が火炎状に配列する環孔材である。道管の穿孔は単一


で、道管内部にはチローシスが著しい。木部柔組織は接線状～短接線状に配列する。放射組織は単列


同性で、道管との壁孔は対列状、あるいは柵状となる。これらの形質からブナ科のクリの材と同定した。


　クリは北海道南部から九州まで分布する落葉大高木で、しばしば幹径1m、樹高30mを越え、二


次林に最も普遍的な種の一つである。材はやや硬く、割裂および切削加工容易で、保存性にすぐれ、


特に水湿に強い。大材が得られることもあって建築材、器具材、土木用材など実にさまざまな用途が


ある。当遺跡からは平安時代の漆皿と柱材が1点ずつである。


4．ブナ属　Fagus　ブナ科　　顕微鏡写真：4a-c.（AOM-6348）


  薄壁でやや角張った小道管が、単独あるいは2個複合し、均一に分布する散孔材で、早材部では道管径


－  14  －


新田 (2) 遺跡 第８章　自然科学分析


－  15  －







が大きいこともあって密度が非常に高い。道管径は年輪の終わりに向かってかなり小さくなり、繊維組


織が目立つようになる。道管の穿孔は単一あるいは横棒が10本程度の階段状である。放射組織は上下端


のみが直立細胞であとは平伏細胞からなる異性で、1～14細胞幅からなり、 大きな放射組織が目立つ。


道管と放射組織間の壁孔は大型のレンズ状である。これらの形質からブナ科ブナ属の材と同定した。


　ブナ属には道南から九州高隈山までの温帯に広く分布するブナと、岩手県中部以南から熊本県まで


の主に太平洋側の温帯に分布するイヌブナがあるが、青森県地方にはもっぱらブナが多産する。ブナ


材は硬く緻密で割裂性はよいが保存性に劣る。当遺跡出土材は平安時代の漆器椀1点だが、これは全


国的な用材に一致する。


5．コナラ属コナラ節（ナラ類）　Quercus sect. Prinus　ブナ科　　顕微鏡写真：5a-c.（AOM-6423）


　大型で丸い単独道管が年輪のはじめに1～3層に配列し、晩材ではやや急に径を減じた薄壁多角形


の小道管が火炎状～放射状をなして分布する環孔材で、道管の穿孔は単一、木部柔組織は独立帯状、


放射組織は同性で、単列の小型のものと大型で複合状のものとからなる。道管と放射組織との壁孔は


しばしば柵状となる。これらの形質からコナラ亜属のうちのミズナラなどのコナラ節（ナラ類）の材


と同定した。


　ミズナラとカシワは北海道から九州までの冷温帯に、コナラは北海道の南半分から九州種子島まで


の冷温帯～暖温帯に、ナラガシワは青森県津軽から九州までの暖温帯に分布する落葉高木で、ミズナ


ラでは幹径2m、樹高35mと特に大きくなる。ミズナラの材は重硬緻密で肌目は粗いが美しく、各


種家具、器具、建築材などに多用される。当遺跡出土材は平安時代の木錘3点と木槌1点、中世かと


思われる鋤が1点である。


6．ケヤキ　Zelkova serrata Thunb.　ニレ科　　顕微鏡写真：6a-c.（AOM-6356）


　年輪始めに大道管が1層に並ぶ環孔材で、孔圏外では薄壁多角形の小道管が多数集まった塊が繊維


組織の塊と互い違いに配列する。道管の穿孔は単一で、小道管の内壁には顕著ならせん肥厚がある。


放射組織は3～6列の多列の紡錘形で背は低くほぼ同性、上下の縁に大きな結晶細胞を持つ。これら


の形質からニレ科のケヤキの材と同定した。


　ケヤキは青森県以南から九州熊本、宮崎両県までの暖温帯から冷温帯にかけて広く分布する落葉広


葉樹で、しばしば大木となる。肌目は粗いが堅硬・強靭で弾性強く、光沢があり、また美しい杢がで


る。材質に優れ、大材が得られることもあって、大きな建造物の建築材に、木目が美しく加工が容易


であることもあって、各種家具内装や大型彫刻物、臼、杵、太鼓、刳物容器、漆器木地など、実に多


様に用いられる。当遺跡出土材は平安時代の木皿1点と漆皿1点と加工材1点である。


7．モクレン属　Magnolia　モクレン科　　顕微鏡写真：7a-c.（AOM-6351）


  やや角張った楕円形の小道管が単独、あるいは放射方向に数個複合して均一に分布する散孔材で、


道管の穿孔は単一、道管側壁の壁孔は顕著な階段状を呈する。しばしば薄壁のチローシスを含む。放


射組織は多くは2列、同性に近い異性で、道管相互壁孔は階段状となる。以上の形質より、モクレン


科のモクレン属の材と同定した。


　日本に自生するモクレン属には、ホオノキ、コブシ、タムシバなど6種があり、いずれも落葉の高


木または低木で、ホオノキは幹径50㎝、樹高20mになる。ホオノキの材は軽軟で均質、緻密で木理


通直、肌目は精で加工が容易で、仕上がりがよい。建具などの建築材、漆器木地、箱物、曲物、彫刻、


下駄（朴歯）など非常に広い用途がある。当遺跡出土材は漆塗りの鉢1点である。


8．カツラ　Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc.　カツラ科　顕微鏡写真：8a-c.（AOM-6370）


　薄壁多角形の小道管がほぼ単独で密に分布する散孔材で、道管の直径は年輪のおわりで緩やかに減


少する。道管の穿孔は20～40本ほどの横棒からなる階段状で、内部には薄壁チローシスが著しい。
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放射組織は異性で2細胞幅、1～4細胞高の単列部と数細胞高の多列部からなり、道管との壁孔は対


列状～階段状である。これらの形質からカツラ科のカツラの材と同定した。


　カツラは北海道から九州までの温帯の山間渓流沿いに多く分布する落葉高木で、幹径2m、樹高


30mを越える大木になり、しばしば地際から多数の幹が立つ「千本桂」になる。材は均質で軽軟、


加工しやすいが保存性は劣る。建築材、各種器具材に広く用いられる。本遺跡出土材は釣り針状の木


器1点である。


9．ナシ亜科　Pomoideaeバラ科　　顕微鏡写真：9a-c.（AOM-6425）


  小型でまるい道管がほぼ単独で均一に散在する散孔材で、道管の直径は、年輪界に向けて徐々に減


少する。道管の穿孔は単一、木部柔組織は散在～短接線状で、晩材部でやや目立つ。放射組織は異性


で背は低く、2細胞幅である。 以上の形質より、バラ科のナシ属、リンゴ属、ナナカマド属などのナ


シ亜科の材と同定した。


　ナシ亜科の樹木は一般に落葉小～中高木が多く、材はいずれも堅硬緻密で弾力があり、割裂困難で


あり、その性質から柄物などに良く用いられる。当遺跡出土材は平安時代の木錘1点である。


10．キハダ　Phellodendron amurense Rupr.　ミカン科　　顕微鏡写真　図版10a-c.（AOM-6361）


　大きな楕円形の道管が年輪はじめに単独あるいは2個複合して配列し、順次径を減じて晩材部では


薄壁多角形の小道管が多数集まって斜め接線状の幅広いゾーンをなす環孔材で、道管の穿孔は単一、


側壁の壁孔はやや大振りの小孔紋で交互状でやや間隔をあけて分布し、小道管の内壁には顕著ならせ


ん肥厚がある。道管内にしばしば黒褐色の物質が沈着している。柔組織は周囲状であまりめだたない。


放射組織は2～5細胞幅くらいの同性で、背は低く、輪郭が綺麗な紡錘形となる。これらの形質から


キハダの材と同定した。


　キハダは北海道から九州にかけての温帯に分布する落葉高木で、太さ60㎝、樹高20mほどになる。


材は柔らかいが強く粘りがあり、木理が美しく加工容易な優秀な材である。建築物の装飾的部分、家


具、各種器具材などに用いられる。樹皮の内側部分がベルベリンを含んで黄色い「黄檗」で、薬用、


染料とされる。本遺跡出土材は平安時代の板材1点である。


11．カエデ属　Acer　カエデ科　　顕微鏡写真：11a-c.（MYG-5581）


　薄壁楕円形の小道管が単独あるいは2個複合して密度低く、均一に分布する散孔材で、繊維組織が


材の大部分を占める。道管の穿孔は単一、側壁の壁孔は小孔紋で交互状、内壁にはらせん肥厚がある。


放射組織は1～5細胞幅で同性である。これらの形質からカエデ属の材と同定した。


　カエデ属にはわが国の亜高山帯から亜熱帯まで、沢山の樹種があり、材構造は互いに似ているので


各樹種を識別するのは困難である。いずれも落葉の小高木から高木で材はやや柔らかいものから堅い


ものまであり、粘りがあり、木目も美しく、加工性も比較的よく、良材である。建築材の装飾的部分、


和洋家具、刀の鞘や束、農工具の柄、楽器（バイオリンの胴）、漆器木地、彫刻（こけし）などの多


様な用途がある。本遺跡出土材は平安時代の鋤と農工具の柄の3点である。


12．トチノキ　Aesculus trubinata Blume　トチノキ科　　顕微鏡写真：12a-c.（AOM-6353）


　薄壁で楕円形の小道管が単独あるいは数個が放射方向に複合して散在する散孔材で、年輪界は目立


たず、年輪内に道管密度の高いゾーンと低いゾーンが見られる。道管の穿孔は単一、道管相互の壁孔


は小孔紋で交互状、内壁にらせん肥厚がかすかに見えることがある。放射組織は単列同性で背が低く、


層階状配列する。道管～放射組織間壁孔はやや大きめの小孔紋で交互状、密に並ぶとヤナギ科の蜂の


巣状の壁孔に似てくる。これらの形質からトチノキ科のトチノキの材と同定した。


　トチノキは北海道南部から九州にかけての温帯に広く分布する落葉高木で、時に直径2m、樹高


30mを超える巨木となる。種子は有毒のサポニンを含むがこれを晒して取り除けば優良なデンプン
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が多量に取れる。材は肌理細かく柔らかく、加工性に優れるが狂いが出やすく、また保存性も低い。


大材が得られるので建築の大きな板を必要とする部分に使われることがあるが、主に大型の刳物、挽


物、漆器木地などに縄文時代前期から非常によく利用されてきている。本遺跡出土材は平安時代の漆


皿1点である。


新田(2)遺跡の用材の特徴


　以上、108点の資料から12の樹種が同定されたが、その8割がヒバであった。108点のうち、102


点が平安時代、5点が「中世？」、残り1点が時期不明である。「中世？」の5点のうち4点はヒバで、


板材（3点）と剣形である。残り1点はナラ類の鋤である。また、時期不明の1点はヒバの箸である。


これらの用材は平安時代のものと特に違ったようすは見られないが、これらを除いた平安時代のもの


102点についてその用材を検討してみよう。


　ヒバ以外ではナラ類が5点で次いでいるが、木錘が3点と鋤・木槌がそれぞれ1点である。次いで


カエデ属とケヤキが3点、クリが2点の他はアサダなど7樹種が1点ずつであり、バラエティに乏し


い結果となった。それらの用材を見ると、カエデ属がその粘り強い特質を活かして農工具の柄と鋤に


用いられる一方、漆器の椀にはブナ属（ブナ？）、鉢にはモクレン属（ホオノキ？）、皿にはケヤキ、


クリ、トチノキ、と言った樹種選択が確立している。


　ヒバの多用は一連の遺跡と見ることができる新田(1)遺跡と同様であり、その古代における用材比率


もくしくも両遺跡で8割程度とほぼ同じである。本遺跡におけるヒバの用途も新田(1)遺跡とほとんど


同じでさまざまな生活具と土木建築材への利用が中心を占める。これで青森平野の古代（平安時代）の


主要木材はヒバで、ヒバ一辺倒とも言える集中した利用がなされていたことがよく分かったと言える。


表1　新田(2)遺跡出土木材の樹種


樹　　　種 柱材 角材 板材 土木材 加工材 棒 生活具 農工具 その他 総計


アスナロ 3 2 14 2 6 52 7 2 88


コナラ節 5 5


カエデ属 3 3


ケヤキ 1 2 3


クリ 1 1 2


アサダ 1 1


カツラ 1 1


キハダ 1 1


トチノキ 1 1


ナシ亜科 1 1


ブナ属 1 1


モクレン属 1 1


総計 4 2 15 2 1 6 58 17 3 108


表2　新田(2)遺跡の生活具等の器種と樹種


樹種
生活具 農工具


その他 総計
下駄 曲物 形代 剣形 斎串 皿 漆器 取手 栓 箸 箆 木札 小計 鋤 布巻具 柄 木錘 木槌 小計


アスナロ 2 17 3 3 9 1 1 9 2 5 52 1 6 7 2 61


コナラ節 1 3 1 5 5


カエデ属 1 2 3 3


ケヤキ 1 1 2 2


アサダ 1 1 1


カツラ 1 1


クリ 1 1 1


トチノキ 1 1 1


ナシ亜科 1 1 1


ブナ属 1 1 1


モクレン属 1 1 1


総計 2 17 3 3 9 1 5 1 1 9 2 5 58 2 1 8 4 2 17 3 78
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1a. ヒバ AOM-6446.　木口×30. 1b. 同　板目×60. 1c. 同　柾目×300.


2a. アサダ AOM-6360.　木口×30. 2b. 同　板目×60. 2c. 同　柾目×120.


3a. クリ AOM-6350.　木口×30. 3b. 同　板目×60. 3c. 同　柾目×120.
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4a. ブナ属 AOM-6348.　木口×30. 4b. 同　板目×60. 4c. 同　柾目×120.


5a. コナラ節 AOM-6423.　木口×30. 5b. 同　板目×60. 5c. 同　柾目×120.


6a. ケヤキ AOM-6356. 木口×30. 6b. 同　板目×60. 6c. 同　柾目×120.
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7a. モクレン属 AOM-6351.　木口×30. 7b. 同　板目×60. 7c. 同　柾目×120.


8a. カツラ AOM-6370.　木口×30. 8b. 同　板目×60. 8c. 同　柾目×120.


9a. ナシ亜科 AOM-6425.　木口×30. 9b. 同　板目×60. 9c. 同　柾目×120.


－  20  －


新田 (2) 遺跡 第８章　自然科学分析


－  21  －







10a. キハダ AOM-6361.　木口×30. 10b. 同　板目×60. 10c. 同　柾目×120.


11a. カエデ属 AOM-6422.　木口×30. 11b. 同　板目×60. 11c. 同　柾目×120.


12a. トチノキ AOM-6353.　木口×30. 12b. 同　板目×60. 12c. 同　柾目×120.
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第５節　新田(2)遺跡出土炭化材の樹種同定


　小林克也（パレオ・ラボ）


1．はじめに


　新田(2)遺跡は新城川右岸の沖積地および丘陵上に立地する、縄文時代と平安時代を主体とする複


合遺跡である。縄文時代では竪穴住居跡、土坑、陥し穴と思われる溝状土坑、捨て場などの遺構が確


認され、平安時代では竪穴住居跡、溝跡、井戸などの遺構が確認された。ここでは、平安時代の焼失


住居跡と考えられる第45号竪穴住居跡出土の建築材10点と、同住居跡の堆積土より出土した木器椀


1点について樹種同定を行い、竪穴住居跡の建築材や椀の樹種選択などについて考える。


2．試料と方法


　分析試料は全点炭化材である。試料の中には使用時の形状を良好に保っているものもあった。その


ため今回は炭化材の形状を観察して木取りを記録し、芯持ち丸木の試料は直径を計測して年輪数を数


えた。その後、材の割断面を作製して走査型電子顕微鏡下で観察を行った。試料は3断面を5㎜角程


度の大きさに整形したあと、直径1㎝の真鍮製試料台に両面テープで固定し試料台を作製した。この


後、試料台を乾燥させ、金蒸着を施し走査型電子顕微鏡で撮影を行った。残りの試料は、青森県埋蔵


文化財調査センターに保管されている。


3．結果


　同定の結果、針葉樹のアスナロ1分類群、広葉樹のケヤキ1分類群が同定された。アスナロは第


45号竪穴住居跡の建築材10点全てに見出され、木器椀1点はケヤキであった。表1に樹種同定結果


と試料の詳細を示す。


　以下に同定された材の特徴を記し、図版に走査型電子顕微鏡写真を示す。


（1）アスナロ　Thujopsis dolabrata sieb. et Zucc.　ヒノキ科　図版1　1a-1c・2a-2c （No.1・2）


　仮道管、放射柔細胞、樹脂細胞によって構成される針葉樹である。晩材は量が少ない。分野壁孔は


小型のヒノキ型～スギ型で、1分野に1～3個存在する。


　アスナロは温帯に分布する常緑高木の針葉樹である。針葉樹の中では比較的軽軟で、切削等の加工


は比較的容易である。


試料No. 層位 器種 樹種 形状 木取り
直径


（㎝）


年輪数


（年）


縦×横×厚さ


(㎝)


1 床面直上 建築材 アスナロ 棒状 芯持ち丸木 4.7 27 6.3×径4.7


2 床面直上 建築材 アスナロ 棒状 芯持ち丸木 3.7 26 4.3×径3.7


3 床面直上 建築材 アスナロ 板状 板目 4.5×10.9×3.0


4 床面直上 建築材 アスナロ 板状 板目 8.4×5.6×8.4


5 床面直上 建築材 アスナロ 板状 板目 4.5×8.1×3.7


6 床面直上 建築材 アスナロ 棒状 芯持ち丸木 4.3 60以上 8.4×径4.3


7 床面直上 建築材 アスナロ 割材 割材 4.4×5.8×2.8


8 床面直上 建築材 アスナロ 板状 板目 6.5×10.4×1.1


9 壁面 建築材 アスナロ 腰板 板目 2.3×4.8×0.8


10 壁面 建築材 アスナロ 板状 板目 4.1×4.0×1.9


11 覆土 木器椀 ケヤキ 椀底部 横木取り 破片


表1　新田(2)遺跡第45号竪穴住居跡出土炭化材樹種同定結果一覧
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（2）ケヤキ　Zelkova serrata （Thunb.） Makino　ニレ科　図版1　3a-3c （No.3）


　比較的大きな道管が年輪始めに並び、晩材部にかけて小道管が多数複合して接線状に配列する環孔


材である。道管は単穿孔を有し、小道管の内腔にはらせん肥厚が顕著にみられる。放射組織は異性で


10列近くあるものが顕著にみられ、上下には大型の結晶を持つ直立細胞がある。


　ケヤキは温帯から暖帯にかけての谷沿いや河畔の肥沃な土壌に見られる落葉高木の広葉樹である。


材はやや重くて硬いが、切削などの加工は困難でなく、強度も大きい。


4．考察


　同定を行った第45号竪穴住居跡の建築材の形状は、板材、丸木材、腰板などがあったが、いずれ


もアスナロであった。板材や腰板などの板状の建築材の木取りは、すべて板目材であった。


　また芯持ち丸木材からは内樹皮が確認でき、建築材として使用していた当時の太さに限りなく近い


状態であった。これらの直径を計測したところ、3.7㎝、4.3㎝、4.7㎝と、4.0㎝前後に数値が固まった。


また材の年輪数は、直径3.7㎝の材で26年輪、直径4.3㎝の材で60年輪以上、直径4.7㎝の材で27


年輪となり、25年輪前後と60年輪以上の年輪数に分かれた。


　竪穴住居跡を建築または改築するにあたって、当時の人間が周辺植生から棒状の建築材を選択する


際の選択基準は、材の直径と樹種を優先して選択し、材の樹齢にはあまり重点を置いていなかった可


能性が考えられる。


　平安時代の竪穴住居跡建築材の樹種同定は、野辺地町の向田（37）遺跡第2号竪穴住居跡でも行


われている（植田，2006）。ここでも同定数57点中、アスナロが最も多く産出し、次いでケヤキ、


クリと続くという結果であった。第2号竪穴住居跡は1辺が9m前後となる大型の竪穴住居であり単


純な比較はできないが、建築材としてアスナロを選択するという、似た傾向が窺える。


　また、木器椀では、ケヤキが使用されていた。青森県の遺跡から出土した8～11世紀代の木器椀


の樹種をみると、ケヤキを使用している傾向が強い（山田，1993）。本遺跡でも同様の傾向を示して


いた。


 


引用文献


植田弥生（2006）炭化材の樹種同定．青森県教育委員会編「向田（37）遺跡」：73-80，青森県埋蔵


文化財センター．


山田昌久（1993）日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成－用材から見た人間・植物関係史．
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1a 1b 1c


2a 2b 2c


3a 3b 3c


図版1　新田(2)遺跡出土炭化材の走査型電子顕微鏡写真


1a-1c. アスナロ（№1）　2a-2c. アスナロ（№3）　3a-3c. ケヤキ（№11）


a：横断面（スケール＝200μm）　b：接線断面（スケール＝50μm）　c：放射断面（スケール＝1・


2：20μm　3：50μm）
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第6節　新田(2)遺跡出土遺物の漆塗膜構造調査


㈱吉田生物研究所


1． はじめに


　青森県に所在する新田(2)遺跡から出土した漆器について、その製作技法を明らかにする目的で塗


膜構造調査を行ったので、以下にその結果を報告する。


2． 調査資料


　調査した資料は、表1に示す漆器2点である。


表1）　調査資料


№ 資料№ 出土遺構名 層位 品名 概　　　　要


1 07NT（2）NO1 第3号井戸跡 底面直上
漆器椀


（図186－1）


内外両面とも黒色の椀。素地


に刻まれたロクロ目が明瞭。


漆膜の厚さはきわめて薄い。


2 07NT（2）NO2 第73号溝跡 堆積土中層
漆器椀


（図176－11）


内外両面とも黒色の椀。素地


に刻まれたロクロ目が明瞭。


3． 調査方法


　表1の資料本体の内外面から数㎜四方の破片を採取してエポキシ樹脂に包埋し、塗膜断面の薄片プ


レパラートを作製した。これを落射光ならびに透過光の下で検鏡した。


4． 断面観察結果


　塗膜断面の観察結果を表2に示す。


表2）断面観察結果表


№ 器種 部位 写真№


塗 膜 構 造（下層から）


下　　　地
漆　層　構　造


膠着剤 混和材


1 漆器椀
内面 1 漆 炭化物 透明漆1層


外面 2 漆 炭化物 透明漆1層


2 漆器椀
内面 3 漆 炭化物 透明漆1層


外面 4 漆 炭化物 透明漆1層


塗膜構造：下地、漆層と重なる様子が観察された。


下地：全点とも黄褐色の漆に炭化物を混和した、漆下地がみられる。


漆層：下地の上に、黄褐色を呈する透明漆が1層重なる。表面に近い部分が褐色になり、下層よ


りも濃い色調になっているものもみられた。これは漆層の劣化によるものである。


5． 摘要


　青森県の新田(2)遺跡から出土した、無文黒色漆椀の塗膜断面を調査した。黄褐色の漆に炭化物を


混和した漆下地の上に、特に顔料を混和しない透明漆1層が重ねられていた。漆層の表面に近い部分


は、劣化により下層よりも濃い色調であった。
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写真1　№1内面の断面写真 写真2　№1外面の断面写真


写真3　№2内面の断面写真 写真4　№2外面の断面写真
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第7節　新田(2)遺跡出土土器の化学成分


松本建速（東海大学文学部）　　　　　　　


市川慎一郎・中村利廣（明治大学理工学部）


1．はじめに


　青森県青森市新田(2)遺跡からは、10世紀中葉頃のロクロを用いて製作された土師器坏（以下では


ロクロ土師器坏と記す）、ロクロを用いない甕（以下では非ロクロ土師器甕と記す）の他に擦文土器


の甕が多量に出土した。そこで、今回、ロクロ土師器坏・非ロクロ土師器甕・擦文土器甕の化学成分


の測定をおこない、それらの原料産地に違いがあるのかを考えた。


　なお、本分析は、試料の粉砕および試料作成を秋元恵理子・阿部美穂・佐藤ななみ（以上東海大学


考古学専攻3年生）・松本がおこない、分析を明治大学大学院理工学研究科修士課程1年市川慎一郎、


同大学工業化学科教授中村利廣が実施した。報告は、分析および結果についてを市川・中村が、それ


以外を松本が執筆した。


2．試料と方法


　本遺跡出土のロクロ土師器9点（うち内黒坏1点）、非ロクロ土師器甕1点、擦文土器甕10点、合


計20点を試料とした。すべて10世紀中葉頃のものである。それぞれの器種等の諸属性は表3に掲載


した。ただし、今回、試料として入手できたのは、最小限の破片だけであったので、試料の器表面の


鉱物の観察はおこなわなかった。


　分析には、波長分散型蛍光X線分析装置（以下ではWDXRFと略す）を用い、定量した。


3．実　験


（1）ガラスビードの作成


　土器の一部を折り取り採取された器表面の風化部分を電動やすりで削った。次に、メノウ乳鉢を用


い、指先に粒子感が感じられなくなるまで粉砕し、電気炉で500℃で2時間加熱し、炭素を除去した


ものを試料に供した。


　試料と融剤の比率を1：10とするガラスビードとを作成し、定量に用いた。その手順は以下であ


る。試料約0.4g融剤約4.0gを秤量し、薬包紙に移して竹製の匙で十分に混合した。融剤は、あら


かじめ電気炉で700℃、8時間加熱した無水四ホウ酸リチウムである。次に、その混合物を白金る


つぼ（CS-2型、Pt95%－Au5%） 中に移し、Nippon Thermonics 社製高周波誘導加熱装置


BEADSAMPLERNT-1200を用いて熔融・成型した。800℃、120秒の予備加熱、1200℃、120秒


の本加熱、1200℃、120秒の揺動加熱をおこない、その後、急冷してガラス化した。測定は、ガラス


ビードの下にアクリル板を敷き、30㎜φのホルダーマスクに入れて実施した。


(2)定量分析


　分析には明治大学理工学部設置の波長分散型蛍光X線分析装置（以下ではWDXRFと略す）、


Rigaku Rix 3100 を用いた。X線管球にはRhを、分光結晶はLiF（200）、PET（002）、Ge（111）、


TAP（001）を用い、管電圧50kV、管電流80mAで動作させた。検出器は、ガスフロー型プロポーショ
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ナル・カウンターとシンチレーション・カウンターを用い、プロポーショナル・カウンターにはPR


ガスを50㎝3min-1で流した。測定は真空雰囲気下で、試料を30rmpで回転させながらおこなった。


　定量には、Nakayama, et al.（2007）が作成した検量用標準1：10ガラスビードを用いた。検量用


ガラスビードは、前述した融剤および定量対象元素（Na2O, MgO, Al2O3, SiO2, P2O5, K2O, CaO, 


TiO2, MnO, Fe2O3; Rb, Sr, Y, Zr）を含有する特級試薬（Na2CO3, MgO, Al2O3, SiO2, Na4P2O7, KCl, 


CaCO3, TiO2, MnO2, Fe2O3; RbCl, SrCO3, Y2O3, ZrCl2O・8H2O）を用いて作製されている。測定の


際には、装置のドリフト補正を行うために検量用標準ガラスビードのうちの一枚を毎回測定し、検量


線を標準化した。


4．結果


　測定した14元素のうち、主要10元素は、酸化物として計算し、分析結果を表1に掲載した。Feは


Fe2O3として算出した。測定の正確さを確認するために旧地質調査所発行の岩石標準試料（JA-1）


を定量したところ、その推奨値とよく一致していた（表2）。


5．考察


（1）各元素のみの値の算出


　主要10元素について各々の元素のみの値に換算した（表3）。ICP-AESを用いた分析値（松本


2005など）との比較をおこなうためである。10元素の酸化物の総計を100％としてそれぞれの元素


の酸化物の百分率を求め、各元素の原子量を用いて元素ごとの重量％を算出した。なお、分析値の


10元素の酸化物のトータル値が100％に満たない（表1）が、主に試料中に含まれていた水の減量


である。


（2）Mn濃度から推測する利用された粘土層


　Mn濃度は土器製作に利用された粘土層を推定するのに重要である。白色系の粘土の場合、それは


0.05％以下である（松本2001）。最終間氷期に水中に堆積し、続成作用によって生成したような粘


土がそれにあたる。それに対し、その上に堆積している褐色系のロームや火山灰、あるいは緑泥石を


多く含む粘土などは、Mn濃度がそれより高くなる。本試料の土器の場合、ロクロ土師器坏9点と非


ロクロ土師器甕1点は、すべて0.04％以下である。それに対し、擦文土器は0.04～0.05％のものが


5点、0.07～0.09％のものが5点であった（図1-2）。土師器はロクロ・非ロクロともに白色系の粘土


が用いられ、擦文土器は異なる土が選択されたことになろう。ただし、擦文土器のうち試料5～7・9・


10は白色系のものが用いられていると思われる。どちらの土器製作者も、白色系の粘土を理想とし


ていたのではなかろうか。


（3）Ca・Na・K濃度から見た胎土の比較


　地殻を構成する鉱物は、石英や長石類のフェルシック鉱物と、輝石、角閃石、黒雲母などのマフィッ


ク鉱物とに分けられる。地殻の大半は前者が占め、うち約60％が長石類である（地学団体研究会編


1995）。したがって、各地の地質の基本的特徴は、長石類の化学成分に反映される場合が多い。また、


土器の胎土となるシルトや粘土鉱物の多くは長石類が基本となる。長石類を構成する化学成分に差異


が見られるならば、それは地域差を反映している可能性が高い。
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　石英はSi・O、長石類はSi・Al・Ca・Na・K・Oで構成される。そして、Ca・Na・Kの3元素を用い


れば、産地ごとの粘土の差を見ることができ、東北北部地域の第四紀層の粘土を用いた場合には、長


石の主要元素であるK・Na・Caを用いたK/Na＋CaとCa/Na＋Kの2つの指標（以下では長石の指


標と呼ぶ）が、成分の違いを良く反映する（松本2003）。その2指標を用いたグラフを作成した（図


1－1）。青森市の内真部(2)遺跡の擦文土器や三内丸山遺跡の縄文時代中期の土器の分析値を参考に


すると、青森市域ではK/Na＋Caが0.2～0.6となる（松本2005）。本試料擦文土器10点中9点ま


でがこの値である。これらの擦文土器は、長石の指標で考える限り、青森市を含む地域の土が原料で


あった可能性が高い。それらは十和田・八甲田起源の火山灰層の値にも近い（松本2003）。ただし、


同時代の擦文土器が分布する北海道の噴火湾沿岸にも、十和田・八甲田と同一の火山列が延びるため、


その地域の擦文土器の化学成分が類似する可能性はある。それでも、新田(2)遺跡からは多量の擦文


土器が出土しているし、本遺跡の北20㎞ほどの陸奥湾沿いに位置する蓬田大館遺跡でも同様であっ


た。そのような出土状況から考えると、本遺跡の擦文土器は、津軽半島の陸奥湾沿岸で製作された蓋


然性が高かろう。


　他方、ロクロ土師器坏試料の9点中7点はK/Na+Caの値が0.8～1.2であり、五所川原市域のロク


ロ土師器や須恵器などの値に近い（松本2004）。五所川原市隠川（4）（12）遺跡ではロクロピットや


土器焼成土坑が検出されており、ロクロ土師器が生産されていた（木村・三林1998）。五所川原市


域は、本遺跡のロクロ土師器坏の産地の候補地となろう。


　なお、イオン半径が類似している関係で、一般にSrはCaと、RbはKと同じ挙動を示し、SrとRb


との相関は先に見た結果と類似する。土器胎土の場合、地域差を見るにはSrとRbの相関図がより適


するという（三辻1983）。Rb/SrとK/Na+Cの相関図も、土師器と擦文土器とが異なる土を原料と


しているであろうことをよく示している（図1－3）。ただし、試料6の擦文土器だけは、ロクロ土師


器と近い土が用いられたと考えられる。


（4）Fe・Mg濃度から見た胎土の比較


　マフィック鉱物中にはFeとMgが多く存在する。したがって、それらは胎土成分の何らかの差を


示す。そこで、K/Na+CaをX軸にとり、Mg/FeをY軸とした相関図を作った（図1－2）。その結果、


土師器と擦文土器のMg/Feの値は、それほど違いはなかったが、擦文土器のうち試料2・3の値が高


かった。これらはMgが2.6％前後と高濃度であった。ただし、長石の指標の値は地域差をよく示すが、


Mg/Feの値は、同一地域内でも、層準ごとに差違が出やすい。緑泥石を含む場合、Mg・Mn・Cr・Ni


が高濃度となる。今回CrやNiの分析をしていないので、Mgが高濃度である理由は不明である。


6．まとめ


（1）WDXRFを用いて、新田(2)遺跡出土のロクロ土師器坏・非ロクロ土師器甕、擦文土器甕、合計


20点の化学成分を測定した。


(2）Mn濃度は、土師器が0.01～0.04％、擦文土器の半数の5点が0.04～0.05％であり、それらは


白色系の粘土層が利用されたと推測できた。擦文土器の残りの5点は、0.07～0.09％であり、若干褐


色系粘土に近い層準のものが選ばれた可能性もある。


（3）長石の指標から、擦文土器のうち、試料6を除く9点と非ロクロ土師器甕、ロクロ土師器の2点
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については、十和田・八甲田火山の影響を受けた土が用いられ、ロクロ土師器坏の7点は、須恵器や


ロクロ土師器の生産地として知られている五所川原市域の土に近いことがわかった。


（4）擦文土器は十和田・八甲田火山の影響を受けた土のなかでも、遺跡に近い、陸奥湾沿岸地域の


ものが利用された可能性がある。擦文土器のなかに、Mgが高濃度であり、他とは異なる土が用いら


れたものが2点あったが、今回の分析では、より具体的なことは言及できない。


表1　分析値一覧　主要元素（重量％）　微量元素（ppm）


試料No. SiO
2


TiO
2


Al
2
O
3


Fe
2
O
3


MnO MgO CaO Na
2
O K


2
O P


2
O
5


Total Rb Sr Y Zr


No.1 61.30 0.77 21.23 5.67 0.099 1.545 1.761 2.110 1.334 0.949 96.8 56.2 157.8 22.3 139


No.2 55.87 0.94 17.58 8.21 0.110 4.122 5.158 1.231 1.137 1.740 96.1 67.2 158.7 11.8 121


No.3 57.83 0.96 20.37 7.53 0.105 4.447 2.921 0.557 0.936 1.063 96.7 55.4 94.7 18.9 137


No.4 60.07 0.58 22.42 5.78 0.086 0.889 1.146 2.070 1.034 1.302 95.4 54.5 139.6 21.5 181


No.5 60.18 0.62 21.08 5.92 0.048 0.975 1.068 1.781 1.133 1.914 94.7 71.9 145.9 26.1 179


No.6 64.68 1.23 18.18 6.07 0.061 0.937 0.806 1.539 1.831 0.159 95.5 99.8 107.9 16.0 174


No.7 62.44 1.04 18.75 5.28 0.058 1.211 2.031 1.677 1.634 1.298 95.4 107.2 202.7 20.8 171


No.8 51.27 1.52 18.77 10.88 0.093 3.055 2.213 1.440 1.416 3.845 94.5 79.0 210.1 14.1 115


No.9 60.23 1.03 18.36 6.16 0.065 1.678 1.962 1.600 1.977 2.325 95.4 98.6 199.1 23.2 170


No.10 63.21 1.35 18.45 5.48 0.060 1.628 1.943 2.308 1.078 0.605 96.1 46.9 165.7 14.5 156


No.11 63.42 1.09 23.76 5.50 0.037 1.071 0.733 1.084 1.806 0.170 98.7 108.2 95.2 31.4 203


No.12 57.98 0.91 23.52 4.20 0.026 0.746 1.041 1.196 1.063 4.100 94.8 70.2 233.5 27.0 227


No.13 60.97 1.12 22.37 4.60 0.041 0.884 0.960 1.287 1.642 1.382 95.3 110.4 160.9 38.7 222


No.14 60.20 1.07 19.19 5.41 0.043 0.929 1.300 1.538 1.591 3.259 94.5 126.4 197.2 26.1 196


No.15 64.41 1.12 20.00 4.69 0.053 0.587 0.715 1.012 1.409 1.161 95.2 87.6 104.3 25.4 209


No.16 64.47 1.00 19.57 4.53 0.018 1.016 0.638 1.274 2.031 1.080 95.6 92.1 126.3 23.4 157


No.17 62.33 1.05 17.76 6.34 0.026 1.340 1.053 1.368 1.979 1.545 94.8 111.0 130.9 22.3 180


No.18 62.62 1.07 20.82 4.68 0.041 0.885 0.906 1.431 1.864 0.133 94.5 118.0 121.1 24.5 204


No.19 61.43 1.12 20.62 5.62 0.028 0.778 0.689 1.200 1.952 1.553 95.0 121.1 132.9 26.0 214


No.20 58.55 0.88 24.87 6.23 0.033 0.648 1.066 1.346 1.073 0.100 94.8 78.0 100.1 19.1 206


表2　地質調査所発行岩石標準試料主要元素の分析値


JA-1 (andesite)


Present method Recommended valuea


Na
2
O  3.77 (0.4)  3.84


MgO  1.56 (0.4)  1.57


Al
2
O
3


 15.6 (0.5)  15.2


SiO
2


 63.8 (0.1)  64.0


P
2
O
5


 0.161 (0.7)  0.165


K
2
O  0.788 (0.4)  0.77


CaO  5.63 (0.1)  5.70


TiO
2


 0.877 (0.3)  0.85


MnO  0.147 (0.4)  0.157


Fe
2
O
3
b  7.31 (0.2)  7.07


Total  99.6 (0.2)  99.3


a　参考文献 1)


b　Total Fe as Fe
2
O
3
.


　  (), Relative standard deviation % (n  = 5). Major elements, in mass%, with 1:10 glass beads.


1) N. Imai, S. Terashima, S. Itoh, A. Ando, Geostandards Newslett ., 19, 135 (1995).
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図1　新田（2）遺跡出土土器胎土等の化学成分


7．おわりに


　青森県青森市新田(2)遺跡から出土したロクロ土師器坏・非ロクロ土師器甕・擦文土器甕の化学成


分を測定した。その結果、ロクロ土師器坏とそれ以外とでは、その化学成分に比較的大きな違いがあっ


た。ロクロ土師器製作者は、同じくロクロを用いて生産する須恵器と同様の地域の土を用いている可


能性が高い。五所川原市域が候補地となる。


　擦文土器については、本遺跡および蓬田大館遺跡などで、同時期のものが多量に出土していること


と胎土の化学成分から、陸奥湾沿いの津軽地域で生産されたと推測した。ただし、今後、北海道の噴


火湾沿岸の擦文土器の化学成分を測定し、津軽地域の土器と違いがあるのか否か明らかにしなければ


ならない。
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表3　換算値および各種試料の諸属性


試料名 Si Ti Al Fe Mn Mg Ca Na K P Rb Sr Y Zr
K/


Na+Ca
Ca/
Na+K


Mg/Fe Rb/Sr 器種 掲載図No.


新田No.01 29.62 0.48 11.60 4.10 0.08 0.96 1.30 1.62 1.14 0.43 56 158 22 139 0.391 0.471 0.235 0.356 擦文土器甕 図170－1


新田No.02 27.18 0.59 9.69 5.97 0.09 2.59 3.83 0.95 0.98 0.79 67 159 12 121 0.206 1.983 0.433 0.423 擦文土器甕 図170－7


新田No.03 27.94 0.59 11.16 5.45 0.08 2.77 2.16 0.43 0.80 0.48 55 95 19 137 0.310 1.751 0.509 0.585 擦文土器甕 図171－24


新田No.04 29.77 0.37 12.56 4.28 0.07 0.57 0.87 0.84 0.91 0.60 55 140 22 181 0.532 0.496 0.133 0.390 擦文土器甕 図116－15


新田No.05 29.70 0.39 11.78 4.37 0.04 0.62 0.81 1.39 0.99 0.88 72 146 26 179 0.451 0.338 0.142 0.492 擦文土器甕 図170－3


新田No.06 31.66 0.77 10.08 4.44 0.05 0.59 0.60 1.20 1.59 0.07 100 108 26 174 0.884 0.216 0.133 0.925 擦文土器甕 図108－10


新田No.07 30.57 0.65 10.43 3.87 0.05 0.77 1.52 1.31 1.42 0.59 107 203 21 171 0.502 0.558 0.198 0.529 擦文土器甕 図170－4


新田No.08 25.36 0.96 10.52 8.05 0.08 1.95 1.67 1.13 1.25 1.77 79 210 14 115 0.445 0.704 0.242 0.376 擦文土器甕 図170－5


新田No.09 29.50 0.65 10.21 4.52 0.05 1.06 1.47 1.24 1.72 1.06 99 199 23 170 0.635 0.495 0.235 0.495 擦文土器甕 図171－35


新田No.10 30.75 0.84 10.14 4.00 0.05 1.02 1.44 1.78 0.93 0.27 47 166 15 156 0.289 0.531 0.256 0.283 擦文土器甕 図90－8


新田No.11 30.03 0.66 12.76 3.90 0.03 0.65 0.53 0.81 1.52 0.08 108 95 31 203 1.136 0.226 0.168 1.139 ロクロ土師器坏 図164－18


新田No.12 28.60 0.58 13.12 3.10 0.02 0.47 0.78 0.94 0.93 1.89 70 234 27 227 0.538 0.420 0.153 0.301 ロクロ土師器坏 図165－7


新田No.13 29.92 0.70 12.44 3.38 0.03 0.56 0.72 1.00 1.43 0.63 110 161 39 222 0.829 0.296 0.166 0.686 ロクロ土師器坏 図166－3


新田No.14 29.77 0.68 10.75 4.00 0.04 0.59 0.98 1.21 1.40 1.50 126 197 26 196 0.637 0.377 0.148 0.641 ロクロ土師器坏 図166－1


新田No.15 31.64 0.71 11.12 3.45 0.04 0.37 0.54 0.79 1.23 0.53 88 104 25 209 0.929 0.266 0.108 0.840 ロクロ土師器坏 図165－13


新田No.16 31.51 0.62 10.84 3.31 0.01 0.64 0.48 0.98 1.76 0.49 92 126 23 157 1.204 0.174 0.193 0.731 ロクロ土師器坏 図163－5


新田No.17 30.72 0.66 9.94 4.68 0.02 0.85 0.79 1.07 1.73 0.71 111 131 22 180 0.929 0.283 0.182 0.848 ロクロ内黒土師器坏 図166－17


新田No.18 31.00 0.68 11.66 3.47 0.03 0.57 0.69 1.12 1.64 0.06 118 121 24 204 0.902 0.250 0.163 0.974 ロクロ土師器坏 図108－1


新田No.19 30.23 0.71 11.48 4.14 0.02 0.49 0.52 0.94 1.71 0.71 121 133 26 214 1.170 0.197 0.119 0.911 ロクロ土師器坏 図89－2


新田No.20 28.87 0.56 13.89 4.59 0.03 0.41 0.80 1.06 0.94 0.05 78 100 19 206 0.504 0.403 0.090 0.780 非ロクロ土師器甕 図127－6


単位：Si～P（重量％）・Rb～Zr（ppm）
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図2　胎土分析用遺物
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第8節　新田(2)遺跡の掘立柱建物跡について


髙島成侑
はじめに


　2007年（平成19）07月以来何度か現地を訪れて担当者から説明していただき、また、図面その


ほかの面倒なことをお願いして、お手間を取らせてきた。現地では、非常に柱穴が沢山に出土してお


り、すぐにでも掘立柱建物跡が組めそうな感じであったが、図面に当たってみるとそうはいかずに、


意外とやっかいな遺跡であった。


　ここでは、検出した掘立柱建物跡が12棟であったが、その内の梁間二間のもの5棟について詳し


く述べている。検出された掘立柱建物跡には、「庇」あるいは「縁」と呼ぶようなものが付かずに、


すべてが身舎だけのものであった。意外と古い形態を示しているのかも知れない。また、各掘立柱建


物跡の使われ方や構造に触れており、柱間寸法から推測される建築年代についても記してみた。ここ


で検出される掘立柱建物跡は12棟ほどではなくて、もっと多くのものが検出される筈であり、それ


らは後の課題とさせて頂くことにした。


　担当者の皆様には、常に、やっかいなことをお願いして、貴重な時間を取らせてしまったことをお


詫びし、感謝の意を申し上げたい。また、隣りで調査をしていた青森市教育委員会の方々にも、非常


にお世話いただいたことを記して、謝意を表したい。


1．梁間二間の掘立柱建物跡


　第5号掘立柱建物跡は、桁行四間で梁間二間の規模をもっている。桁行の中央に間仕切が見られ、


南側は総柱のような形である。また、中央部に柱筋に沿わないところに柱穴跡がある。柱間寸法は、


梁間では7.0尺と間中に割り付けられておるが、桁行方向では、西側は6.0尺+7.5尺+7.5尺+7.0尺


＝28.0尺となるが、東側では6.0+7.5+9.5+5.0尺＝28.0尺となり、南側が揃っていない。


　この掘立柱建物跡の機能としては、これまでの建物跡の類型からすると、割と大きな住居跡ででも


あろうか、と推定される。大きな土間をもち、居室部分は三部屋に区切られている、と見ることもで


きそうである。


　9.5尺という長大なものもみえるが、7.0尺～7.5尺が多用されており、また、6.0尺や5.0尺なども


見えるところから、推定される建築年代は13世紀末ころから14世紀半ばころとしておきたい。


　第6号掘立柱建物跡は、桁行二間に梁間二間であるが、正方形ではなく、その総長は18.0尺と


17.5尺という僅か.0.5尺の差であり、屋根は宝形造と考えられる。内部に間仕切が無くて、一室のも


のである。寸法は桁行では9.0尺+9.0尺＝18.0尺となっているが、梁間では、西側が7.0尺+10.5尺


＝17.5尺で東側が北から8.5尺+9.0尺＝17.5尺である。


　この掘立柱建物跡は倉庫と見られるが、出入口などは不明である。年代は、10.5尺という寸法があ


り、さらに、9.5尺や9.0尺、8.5尺と並ぶことからすると、12世紀末頃かとも思われるが、7.0尺とい


う寸法は14世紀初頭のものであり、その頃のものかもしれない。


　第9号掘立柱建物跡は、桁行四間に梁間二間の規模であるが、その東側の列では柱穴の並びがよく


なく、不明個所が3ヵ所もあった。その寸法を見ると、桁行は6.0尺+6.5尺+6.0尺+6.5尺＝25.0尺


となり、梁間は8.5尺+8.5尺＝17.0尺となり、間中割に取られた寸法であった。
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　この掘立柱建物跡の使われ方としては、平面形態が第5号と同じであり、住居跡として捉えること


ができよう。年代的には、8.5尺というものも見えるが、桁行に6.0尺代の寸法が多用されており、14


世紀末から15世紀初頭を当ててみることができる。


　第10号掘立柱建物跡は、桁行四間に梁間二間のものである。各柱穴は揃っていてきれいに並んで


いる。間仕切が2ヵ所に入り、中央部二間を広く開けている。柱間寸法は、桁行は9.0尺+9.0尺


+6.5尺+9.5尺＝34.0尺であり、梁間は、北側では8.0+8.0尺＝16.0尺と間中割であるのに、南側で


は9.5+6.5尺＝16.0尺と偏っている。南北ではその使われ方に違いがあったのかもしれない。


　年代的には、9.5尺や9.0尺、8.0尺が多用されているのを見るが、6.5尺が一ヵ所用いられているこ


とは、13世紀末から14世紀に入るころのものと見ておきたい。機能としては、種々に考えられるが、


倉庫などが想定されるところであるが、人が住んでいる気配も無いわけではない。


　第11号掘立柱建物跡は、桁行三間に梁間二間のものである。各柱穴は所定の位置にきちんと並ぶが、


二ヵ所ほど不明の柱穴が在る。柱間寸法は、桁行は8.0尺+8.0尺+8.0尺＝24.0尺ときれいに取られ


ており、梁間も10.0尺+10.0尺＝20.0尺と間中に割られている。寸法的には、ここで検出された掘


立柱建物跡のうちで、もっともきれいな数値を表している。


　平面は総柱の形を示しており、使われ方としては、これまで倉庫として見てきたものの形態である。


年代的には8.0尺が多用されているが、10.0尺もあり、12世紀末ころから13世紀初頭くらいのもの


かと見られる。


2．梁間一間の掘立柱建物跡


　第1号掘立柱建物跡は桁行三間であり、寸法は7.0尺+4.5尺+7.0尺＝18.5尺となり、9.5尺の梁間


寸法を示している。年代は、9.5尺という寸法があるが、7.0尺が使われ、さらに、4.5尺もあるという


ことからすると、14世紀代のものと見られる。


　第2号掘立柱建物跡は桁行を四間にとり、寸法は7.5尺+5.0尺+7.5尺+4.0尺＝24.0尺として、梁


間は11.0尺である。年代は梁間に11.0尺が使われているが、7.5尺があり、5.0尺や4.0尺も使われて


いる。このことからすると、やはり、14世紀代と見たほうがよさそうである。


　第3号掘立柱建物跡は桁行三間であり、寸法は北側で8.5尺+5.0尺+5.0尺＝18.5尺として南側は7.0


尺+6.0尺+5.5尺＝18.5尺としており、梁間は9.5尺としている。年代は、9.5尺があり、8.5尺があり、


7.0尺、6.0尺、5.5尺なども使われており、14世紀代としたほうがよいであろう。


　第4号掘立柱建物跡は桁行二間であり、寸法は5.0尺+9.0尺＝14.0尺とし、梁間は6.5尺である。


年代は、6.5尺があり、5.0尺と9.0尺が使われており、これも14世紀代のものとして間違いないであ


ろう。


　第7号掘立柱建物跡は桁行が五間であり、寸法は6.5尺+6.5尺+6.5尺+7.0尺+5.0尺＝31.5尺で


あり、梁間は10.0尺である。年代は、10.0尺が使われてはいるが、他は7.0尺と6.5尺であり、5.0尺


もあることから、15世紀代のものと見ておくこととした。


　第8号掘立柱建物跡は桁行四間であるが、柱間の間に柱穴が抜けていることもあり得るので、もう


少し桁行の柱間が増える可能性もある。寸法は6.0＋5.0＋9.5＋10.0＋尺＝30.5尺となり、梁間は7.5


尺である。年代は7.5尺があり、10.0尺や9.5尺もあるが、6.0尺と5.0尺もあり、これは、15世紀か
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ら16世紀のものと見られるであろう。


　第12号掘立柱建物跡では桁行二間となり、寸法は9.5+9.0尺＝18.5尺であり、梁間は10.5尺となっ


ている。年代的には10.5尺があり、9.5尺および9.0尺であるところから、意外と古いものと見られ、


12世紀後半から13世紀初頭くらいのところであろう。


むすび


　これまでに見た12棟の建物跡では、それらの屋根構造について、第6号掘立柱建物跡のみを宝形


造として紹介したが、ほかの建物跡では触れていない。身舎の梁間が一間でも二間でも、他の建物跡


はすべて切妻造とみて差支えないであろう。また、12世紀末ころまで遡るような建物跡も在るが、


そのころの集落として、どのような人々が暮らしていたのであろうか。


　ここ新田(2)遺跡は、今回の県の調査区と市の調査区を合わせた形で、大きなシンポジウムでも開


催できれば、建物跡についても何らかの意味で述べることも有りそうな気がしている。期待しながら、


その日を待つことにしたい。
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写　真　図　版







調査区全景①（真上から。写真右上が北。一部合成）


写真1　空中撮影（1）
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調査区全景②（真上から。写真左上が北）


第39・73号溝跡拡大写真（真上から。写真左上が北）


写真2　空中撮影（2）
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第47号竪穴住居跡付近拡大（真上から。写真左が北）


第33・39号竪穴住居跡付近拡大（真上から。写真左下が北）


写真3　空中撮影（3）
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基本層序（A－B）（S→）


基本層序（C－D）（E→）


写真4　基本層序
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作業風景① 作業風景②


作業風景③ 作業風景④


作業風景⑤ 作業風景⑥


作業風景⑦ 作業風景⑧


写真5　作業風景（1）
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作業風景⑨ 第73号溝跡作業風景①


第73号溝跡作業風景② 捨て場遺構作業風景①


捨て場遺構作業風景② 捨て場遺構作業風景③


捨て場遺構作業風景④ 捨て場遺構作業風景⑤


写真6　作業風景（2）
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第1号竪穴住居跡完掘(NW→)


第1号竪穴住居跡土層(SW→)


第1号竪穴住居跡炭化物検出①(NW→) 第1号竪穴住居跡炭化物検出②(NW→）


写真7　縄文時代の竪穴住居跡（1）
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第1号竪穴住居跡炉遺物出土状況(SE→) 第1号竪穴住居跡炉掘方完掘(NW→)


第1号竪穴住居跡炉土層(SE→) 第1号竪穴住居跡炉土層(NW→)


第12号竪穴住居跡完掘(S→) 第12号竪穴住居跡土層(NW→)


第12号竪穴住居跡遺物出土状況(NE→)


写真8　縄文時代の竪穴住居跡（2）


第14号竪穴住居跡完掘(NW→)
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第14号竪穴住居跡土層(NE→）


第26号竪穴住居跡炉1・2検出(N→)


第26号竪穴住居跡炉1・2完掘(S→)


第26号竪穴住居跡炉1・2土層(S→)


第26号竪穴住居跡炉掘方完掘(S→)


第26号竪穴住居跡炉3検出(S→) 第26号竪穴住居跡炉3土層(W→)


写真9　縄文時代の竪穴住居跡（3）


第14号竪穴住居跡遺物出土状況(NW→)
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第49号竪穴住居跡完掘(W→) 第49号竪穴住居跡炭化物検出状況(SW→)


第50号竪穴住居跡完掘(N→)


写真10　縄文時代の竪穴住居跡（4）


第49号竪穴住居跡・第5号焼土遺構土層(N→) 第49号竪穴住居跡炉完掘(SW→）
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第50号竪穴住居跡土層(S→) 第50号竪穴住居跡土層(W→)


第50号竪穴住居跡炉検出①(S→) 第50号竪穴住居跡炉検出②(S→)


第50号竪穴住居跡炉完掘(W→) 第50号竪穴住居跡炉断ち割り(S→)


第50号竪穴住居跡特殊施設検出(N→) 第50号竪穴住居跡特殊施設断ち割り(N→)


写真11　縄文時代の竪穴住居跡（5）
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第5号土坑土層（SW→） 第5・6・7号土坑完掘（N→）


第10号土坑土層(NW→) 第10号土坑完掘(N→)


第17号土坑完掘（NE→） 第18号土坑完掘（W→）


第22号土坑土層（SW→） 第22号土坑完掘（SW→）


写真12　縄文時代の土坑（1）


第23号土坑土層（S→） 第23号土坑遺物出土状況（NW→）
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第23号土坑完掘（NW→） 第24号土坑土層（W→）


第24号土坑完掘（W→） 第28号土坑土層（NW→）


第28号土坑完掘（NW→） 第34号土坑土層（NW→）


第34号土坑遺物出土状況（SE→） 第34号土坑完掘（NW→）


写真13　縄文時代の土坑（2）


第37号土坑土層（SW→） 第37号土坑完掘（SW→）
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第40号土坑完掘（NE→）


第41号土坑・第12号竪穴住居跡Pit1土層（NW→） 第41号土坑完掘（NW→）


第42号土坑土層（SW→） 第42号土坑完掘（NE→）


第44号土坑完掘（NW→）


第66号土坑土層（NE→） 第68号土坑土層（NW→）


写真14　縄文時代の土坑（3）


第66・68号土坑完掘（SE→） 第94・96号土坑完掘（E→）
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第79号土坑完掘（SE→）


第80号土坑土層（SE→） 第80号土坑完掘（SE→）


第83号土坑土層（SE→） 第83号土坑完掘（SE→）


第90号土坑土層（E→） 第90号土坑完掘（E→）


写真15　縄文時代の土坑（4）


第110号土坑土層（E→） 第110号土坑完掘（N→）


第79号土坑土層（E→）
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第115号土坑土層（SE→） 第115号土坑完掘（SE→）


第120号土坑土層（NE→） 第120号土坑完掘（NE→）


第150号土坑土層・石槍出土状況（E→） 第141・149・150号土坑完掘（E→）


第164号土坑、土層（SE→） 第164号土坑完掘（E→）


写真16　縄文時代の土坑（5）


第193号土坑土層（NE→） 第193号土坑完掘（S→）
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第200号土坑土層（NE→） 第200号土坑完掘（W→）


第204号土坑土層（SW→） 第204号土坑完掘（SW→）


第213・214号土坑土層（SE→） 第214号土坑完掘（E→）


第228号土坑土層（SE→） 第228号土坑完掘（SE→）


写真17　縄文時代の土坑（6）


第235号土坑土層（N→） 第235号土坑完掘（NE→）
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第233号土坑完掘（E→） 第245号土坑完掘（NW→）


第247号土坑土層（NW→） 第247号土坑完掘（W→）


第248号土坑土層（SW→） 第248号土坑完掘（S→）


第249号土坑土層（SE→） 第249号土坑完掘（NW→）


写真18　縄文時代の土坑（7）


第250号土坑土層（SE→） 第250号土坑完掘（NW→）
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第1号溝状土坑土層(SE→)


第3号溝状土坑・第90号土坑完掘(E→)


第5号溝状土坑完掘(SE→)


第8号溝状土坑土層(E→)


写真19　溝状土坑


第1号溝状土坑完掘(SE→)


第4号溝状土坑土層(E→)


第6号溝状土坑土層(SW→)


第8号溝状土坑完掘(E→)


第2号溝状土坑土層(W→)


第4号溝状土坑完掘(E→)


第6号溝状土坑完掘(SW→)


第9号溝状土坑・第1043号ピット土層(SW→)


第3号溝状土坑土層(E→)


第5号溝状土坑土層(SE→)


第7号溝状土坑土層(SW→)


第10号溝状土坑土層(SE→)


－  60  －


新田 (2) 遺跡 写真図版


－  61  －







第１号土器埋設遺構検出状況（S→） 第１号土器埋設遺構土層（SE→）


第２号土器埋設遺構検出状況（S→） 第２号土器埋設遺構土層（SW→）


第２号土器埋設遺構土器片出土状況（SW→） 第１・２号土器埋設遺構掘方完掘（S→）


第３号焼土遺構検出状況（W→） 第５号焼土遺構検出状況（NW→）


写真20　縄文時代の土器埋設遺構・焼土遺構


－  60  －


新田 (2) 遺跡 写真図版


－  61  －







捨て場遺構ⅠU－33付近遺物出土状況①（NW→） 捨て場遺構ⅠU－33付近遺物出土状況②（N→）


捨て場遺構ⅠU－33付近遺物出土状況③ 捨て場遺構ⅠU－33付近遺物出土状況④


捨て場遺構ⅠU－33付近遺物出土状況⑤ 捨て場遺構ⅠU－33付近遺物出土状況⑥


捨て場遺構ⅠU－33付近遺物出土状況⑦ 同左拡大


写真21　捨て場遺構（1）


－  62  －


新田 (2) 遺跡 写真図版


－  63  －







捨て場遺構ⅠU－35付近遺物出土状況①（N→） 捨て場遺構ⅠU－35付近遺物出土状況②（NE→）


捨て場遺構ⅠR－40付近遺物出土状況（NW→） 捨て場遺構ⅠR－38付近遺物出土状況（S→）


捨て場遺構ⅠN－44付近遺物出土状況（W→） 捨て場遺構ⅠO－43付近遺物出土状況①


捨て場遺構ⅠO－43付近遺物出土状況② 捨て場遺構ⅠO－43付近遺物出土状況③


写真22　捨て場遺構（2）


－  62  －


新田 (2) 遺跡 写真図版


－  63  －







捨て場遺構ⅠO－43付近遺物出土状況④ 捨て場遺構ⅠO－43付近遺物出土状況⑤


捨て場遺構ⅠO－43付近遺物出土状況⑥ 捨て場遺構ⅠO－43付近遺物出土状況⑦


捨て場遺構ⅠO－43付近遺物出土状況⑧ 捨て場遺構ⅠO－43付近遺物出土状況⑨


捨て場遺構ⅠT－37付近完掘(N→) 捨て場遺構ⅠT－44付近完掘(SW→)


写真23　捨て場遺構（3）


－  64  －


新田 (2) 遺跡 写真図版


－  65  －
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